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1
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みみんんななととままななぶぶ

1ししょょううががっっここうう んすう ねねんん
上上

1 ねん　　くみ

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

算数 116　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5743-9

C4341 ¥00000E
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下
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ISBN978-4-7625-5744-6

C4341 ¥00000E

算数 117　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

この教
きょうかしょ

科書は ,

これからの日本を担
にな

う
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き
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たい
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小学校小学校 算数 2 年年
上上

2 年　　組

算数 216　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5745-3

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期
き

待
たい

をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使
つか

いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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小学校小学校 算数2年年
下下

2年　　組

この教科書に使用している
紙とインキ
環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期
き

待
たい

をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使
つか

いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ISBN978-4-7625-5746-0

C4341 ¥00000E

算数 217　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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上上

3 年　　組

文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5747-7

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

算数 316　小学校算数用11学図
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小学校小学校 算数5年年
上上

5年　　組

算数 516　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5751-4

C4341 ¥00000E 

この教科書に使用している
紙とインキ
環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

11学図

学校図書

学
校
図
書

上

み
ん
な
と
学
ぶ
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4
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小学校小学校 算数 4 年年
上上

4 年　　組

ISBN978-4-7625-5749-1

C4341 ¥00000E

算数 416　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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小学校小学校 算数 6 年年
ISBN978-4-7625-5753-8

C4341 ¥00000E

算数 616　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

11学図

学校図書

学
校
図
書

下

　

み
ん
な
と
学
ぶ

　小
学
校
　
　算 

数  

3
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小学校小学校 算数 3 年年
下下

3 年　　組

算数 317　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5748-4

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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小学校小学校 算数 5 年年
下下

5 年　　組

ISBN978-4-7625-5752-1

C4341 ¥00000E

算数 517　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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ISBN978-4-7625-5750-7
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算数 417　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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みんな と学ぶみんな と学ぶ

小学校小学校 算数 6 年年
中学校へのかけ橋 

6 年　　組

ISBN978-4-7625-5754-5

C4341 ¥00000E

算数 617　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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学校図書株式会社
本資料は「教科書発行者行動規範」に則っており，

配布を許可されているものです。

教授用資料



本書の内容・構成について

「難しいことを簡単に教える」

　どの教科にもあてはまることですが，質の高い授業というのは「難しいことを簡単に教える」授業と捉える
ことができます。難しいことを難しく教えることはあまり工夫も必要としませんし，理解と定着にはつながり
ません。しかし日々の授業において，教材の見方を研究し，指導の手立てを準備して授業に臨んでも，つい難
しく教えてしまった経験をもつ先生方はたくさんいらっしゃいます。その原因の一つに本時の具体的な内容ば
かりに意識が向いてしまい，大きく算数という教科で目指している見方・考え方【簡潔・明瞭・的確】や 5 つ
の領域における一貫した学習内容（下表）を意識することが弱くなっているということがあげられます。特に，
一貫した学習内容に対する意識が弱くなってしまうと，学びの視野がせまくなり，いつの間にか具体的な結果
や方法ばかりに意識が向き，簡単なことでも難しく理解させようとすることになりかねません。そのため，一
貫した学習内容を踏まえて視野を広く持って授業に臨むことはとても重要なことになります。どんな「見方・
考え方」を育成する授業なのか，子どもの反応の見方や発言の取り上げ方，教師の発問や返答にも大きく関わっ
てきます。学びの視野を広く持つと，どの学年においても「領域が同じであれば学習内容も同じである」とい
うような見方・考え方をすることができるようになります。この「同じ」ということが「系統」です。前学年
で学習した内容を基礎・基本にして次学年の課題を解決するという系統が一般的ですが，それができるのは「同
じ」見方・考え方をするからです。
　本書は，学年別の全単元において，また領域別の全学年・全単元において，5 つの領域の一貫した学習内容
を意識して学習が進められるように教科書の内容を整理し構成しています。
　本書に目を通すことで，どの学年においても同じ領域の単元であれば同じ学習内容だと見ることができるよ
うになり，そして難しいことを簡単に教えることができるようになれば幸いです。

「簡潔・明瞭・的確」に考える。

領域 一貫した学習内容

数と計算
①単位の学習（十進位取り記数法，計算処理方法　等）
②比較の学習（集合，演算決定，相対的な大きさ　等）
③数える学習

図　形 ①異同弁別の学習（仲間分け，構成要素，定義　等）
②作図の学習

測　定
①単位の学習
②比較の学習（直接比較，間接比較，単位換算　等）
③測定の学習

変化と関係 ①関係を捉える学習（規則性，割合・倍，比例関係　等）
②関係を表現する学習（式，説明，誘導単位　等）

データの活用 ①事象を整理する学習（傾向，平均値，最頻値　等）
②特徴を捉える学習（種類別，表，グラフ　等）

算数の目標

5つの領域の目標



-　1　-

数と計算
上

上

上

上

上

本冊

下

下

下

下

下

算数で見つけた見方・考え方

中学校へのかけ橋

第 1学年

第 4学年

第 2学年

第 5学年

第 3学年

第 6学年



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 1学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

-　2　-

【数と計算】数

入門期

・共通点を見つけて仲間分けをする。（集合数）
・視点によっていろいろな仲間分けができる。
　　おサルさんの仲間　カニさんの仲間
　　おむすびの仲間　　コップの仲間
　　生き物の仲間
　　食べ物の仲間

②比較の学習（大小・同数・間接比較）

◇「向き」を視点に入れない。  ◆「向き」を視点に入れる。
　おサルさんは全部同じ仲間　サル「5」 　正面：3　右：1　左：1　3つの仲間に分かれる。

※大きさや動きが違っても同じ仲間と見る。→同じ単位→加減計算（同じ単位でなければ加減計算はできない）
※差異のある具体物をおはじきや○等に置き換えて，単純化・抽象化する。→同じ「1」→単位
※「6」は「2と 4」や「5と 1」，「1と 2と 3」等に見直すことができる。→数の合成・分解

1対 1による多少比較 間接比較

上
p.2
〜 5

上
p.6
〜 23

上
p.24
〜 31

上
p.32
〜 35

上
p.36
〜 53

じゅう

れい

◯ばんめ

しき

たす

+

=

たしざん

形や大きさの違う具体物を単純化・抽象化して同じ（単位）と見ることで数えることができる。

絵・ブロック・数字・言葉
表し方は違っても，みんな同じ個数を
表している。
条件がなければどの表現でもよい。

※ 1～ 10までの数の補数については記憶させることが重要。
　加法・減法の理解，処理能力に関係してくる。（くり上がり・くり下がり）

・前から 5人：集合数（仲間） 　量を表す
・前から 5人目：順序数  　位置を表す

［集合数］単位にする量がいくつあるかで大きさが決まる。
［順序数］基準にする位置から，方向と大きさ（ベクトル）で位置が決まる。

問題作りによる
合併と増加の場面理解

・金魚を同じ仲間（単位）と見るから計算ができる。→ 3と 2を合わせると 5
・同じ仲間（単位）と見ないのであれば計算できない。→ 3と 2を合わせても 3と 2
・「人間 3人と馬 2頭を合わせるといくつになりますか」→同じ：5　違う：3人と 2頭

［位置や個を表す数（量のない数，順序数）］

　・出席番号
　・高校野球の背番号
　・住所
　・郵便番号
　・ホテルの部屋番号
　・コンサートの座席番号
　・電話番号
　・車両ナンバー
　・ゲームソフトのシリアルナンバー　　等

「7」と「2と 5」や「3と 4」，…が同じ大きさということは，
特に条件がなければ，「7」といえる場面で
「2と 5」や「3と 4」，…と答えてもよいことを理解させる。
（7 = 2 + 5 = 8 - 1 = 2.5 + 4.5 = 3.5 * 2 = 21 / 3 =…）

7は 2と 5
 3と 4
 4と 3
 …
と表すことができる。

色・向き・高さを視点に入れない場合
　…「3びき」
向きだけを視点に入れる場合
　…「1ぴき　2ひき」
色・向き・高さを視点に入れる場合
　…「1ぴき　1ぴき　1ぴき」

「3」の表し方

1  10までの  かず

2  いくつと  いくつ

3  なんばんめかな

4  あわせて  いくつ  ふえると  いくつ

全体から同じ個数を探す 同じ個数 個数に抽象化

【単位の考え】

表し方 確かめ

①単位の学習　③数える学習（命数法）数概念形成の流れ（集合数）

②比較の学習（補数：数の合成・分解）

②比較の学習（集合数と順序数）

①単位の学習（計算ができる根拠）

多様な表現の素地

ブロック 数図

表し方がいろいろ
あるだけで，
中身は同じ。

［あわせていくつ］（合併） ［ふえるといくつ］（追加・増加）

文章題

絵や図（モデル化）

モデルと記号

数式（数と記号）

0の意味 増加：時間の経過 合併：同時存在

②比較の学習（式表現までの流れ）

・何もない（無）
・空位
・基準

抽象化

2時間

7時間

4時間

2時間

12時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
②
比
較
の
学
習

数
②
比
較
の
学
習

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

①単位の学習　②比較の学習（仲間分け）

数字
命数

し（よん）
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頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【数と計算】数

問題作りによる求残と求差の場面理解

・上図右：牛と馬を同じ仲間（単位）と見るから計算ができる。8から 5をひくと 3
・「ＡのコップとＢのコップではどちらがなんこおおいですか。」

ＡとＢを同じ仲間（単位）と見る：5 - 2 = 3　Ａが 3こ多い。
　　　　違う仲間（単位）と見る：計算できない。比べられない。

※問題場面の通りに一つひとつかいていく。→問題場面をかくという意識が重要。

［図がかけない児童の 2つの特徴］
・答えがわからないからかけない。→答えの図ではなく，問題場面を図にかく。
・何からかいてよいかわからない。→はじめにあるものから順序よくかく。

5  のこりは  いくつ  ちがいは  いくつ

①単位の学習（計算ができる根拠）

［のこりはいくつ］（求残） ［ちがいはいくつ］（求差）

①

②

③

④

問題場面

子ども 9人だけかく。
ほかは考えない。

・ 答えの図ではなく，場面の図を思った通りに
かかせる。
・未完成でも表現したことを認めてあげる。

子ども 3人をとる。
それだけかきたす。

残りを数える。

6人
求残：時間の経過

求差：同時存在

②比較の学習（図のかき方）

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ

7  10より  おおきい  かずを  かぞえよう

①単位の学習（2桁の数：二種類の単位を組み合わせた数）

③数える学習（まとまりで数える）

③数える学習（順序数・集合数）

・10より大きい数は学習していない。→  10より大きい場合はあらためて 1から数える。 
～，8，9，10。1，2，3。だから「10と 3」

・「10」と「3」の二つの数をまとめて「13」
・「10」と「10」の二つの数をまとめて「20」

①一つひとつ数える。
②まとまり（2や 5）で数える。→乗法の素地
③ 10のまとまりで数える。→十進位取り記数法の素地
④まとまりがある場合は，大きなまとまりから数える。→手際のよさ・除法の素地

［順序数］位置はあっても量はない
［集合数］量を表す

「10のまとまりといくつ」の考えは「 11  たしざん」の
素地となるためとても重要になる。
「10のまとまりをつくると，残りの数を数えるといいね。」

①単位の学習（同じ単位どうしで計算処理）
加法 減法

順序数

集合数

0 1 2 3 4 5 6 7

1
2

3

自分の数え方
・2，4，6，…
・5，10，15，20
・どこかで色が混ざる（捨象）

上
p.54
〜 69

上
p.74
〜 85

ひく

-

ひきざん

にじゅう

12時間

7時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習
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頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【数と計算】数

10  たしたり  ひいたり  してみよう

11  たしざん

②比較の学習（関係を捉える）

①単位の学習（10をつくる）

③数える学習（10のつくり方）

［一つひとつ・少しずつ・順序よく］
答えがわからなくても，問題場面を
「一つひとつ・少しずつ・順序よく」
整理することで，答えにたどり着く
ことを理解させる。（問題の通りに正
確に）

処理する事象だけを考える。
　→それ以外は考えない
　→答えにたどり着く

［ブロック操作の留意点］
・「まとめて動かす」　：まとまり（集合数）
・「一つひとつ動かす」：数える（順序数的）

・「10」の活用はくり上がり，くり下がりに繋がる。

【10 - 6】違いに注意して操作させる

6を 1回とる

1を 6回とる
【10-1-1-1-1-1-1】

【9 + 4】

【8 + 6】

加数分解どうしたら数えやすいかを考える

どの考え方も 10をつくる考え方では同じ。

実際に数えることができる

答えは出せる

10をつくって考える
+

・ 数を数えるときは，一般的に大きな
単位から数えていき，順に小さな単
位を数えていく方が数えやすい。

・大きい単位の 10をつくる。

・ 3通りの方法をどれも理解すること
が大切である。

・ 数の組み合わせによって，自分の考
え方に適した処理方法を選べるよう
にする。
・ 10を活用して計算処理するために
は，10の補数の記憶が必要となる。 ・ 指を使って計算処理をしようとしている場合は，集合数で

はなく順序数的な考えをしているため，指は使わないで処
理できるように支援することが肝要である。そのためにも，
10の補数をモデルや具体物で量（集合数）として捉えさ
せることが重要となる。

・ 10をつくる考え方を 
活用するためには， 
「10の補数」を記憶して 
いる必要がある。 
［1：9］，［2：8］，［3：7］…

8 + 6

2 410

8 + 6

44 10

8 + 6

3 55 1
10

8+6→ 8　　9
く

　1
じゅう

0　1
じゅういち

1　1
じゅうに

2　1
じゅうさん

3　1
じゅうし

4　

6こ

数えたし（指を使う）

加数分解 被加数分解 五・二進法

下
p.6
〜 9

下
p.10
〜 18

3時間

9時間

数
②
比
較
の
学
習

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

12  ひきざん
①単位の学習（10を利用する）

③数える学習（10の使い方）

【12 - 9】

【14 - 6】

減加法どうしたら数えやすいかを考える

どの考え方も 10を使う考え方では同じ

実際に数えることができる

答えは出せる

10をくずして考える

・ 一の位（同じ単位）どうしではひく
ことができない。【2 - 9】
・ 10（大きい単位）を利用する必要
がある。

・ 二通りの方法をどちらも理解することが大切。
・ 計算では，一般的に減っていく減法よりも増えていく加法が考えやすい。（減加法）
・ 10の補数の記憶が処理のポイントとなる。

・ 指を使って計算処理をしようとしている場合は，集合数ではなく順序数的な考えをしている
ため，指は使わないで処理できるように支援することが肝要である。そのためにも，10の
補数をモデルや具体物で量（集合数）として捉えさせることが重要となる。

・ 10をくずす考え方を
活用するためには，「10
の補数」を記憶してい
る必要がある。

減加法 減々法

14-6→ 1
じゅうし

4　1
じゅうさん

3　1
じゅうに

2　1
じゅういち

1　1
じゅう

0　9
く

　8
はち

　

6こ

数えひき（指を使う）

- 9

14 - 6

10 4

8
4

14 - 6

4 2

8
10

下
p.19
〜 29

10時間

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習
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頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

-　5　-

【数と計算】数

【一つひとつ・少しずつ・順序よく】
※問題の通りに，思った通りに図をかく。
　一つひとつ・少しずつ・順序よく図をかく。

※教科書の図と違ってもよい。
　自分の図とほかの図を比較して理解を深める。

※ほかの図に変換することができる見方・考え方が大切。

問題場面

りんごを 10個かく。

3個少なくする。（みかん）

残りの数を数える。
ほかの図にも変換できる柔軟性

7

②比較の学習（思った通りに図をかく→ほかの図との比較→理解を深める）

17  たすのかな  ひくのかな  ずに  かいて  かんがえよう

②比較の学習（問題場面の通りに図をかく→演算決定）
順序

10

10 - 44

6

差

10

4
6

合併

7 + 4

7

4

11

数の見方

ブロック 図

5 5

下
p.63
〜 69

5時間

数
②
比
較
の
学
習

15  大きい  かずを  かぞえよう下
p.46
〜 59

11時間

①単位の学習（位置記数法の考え方）　数表現「位置が単位を表す」→「位置」=「位」=「単位」の学習

「一の位」の部屋にブロックは（実
際は）いくらでも入れることがで
きる。

しかし，数字の種類は，
［0，1，2，3，4，5，6，7，8，9］
の 10種類しか存在しない。

0，1，2，3，4，
5，6，7，8，9

0，1，2，3，4，
5，6，7，8，9

0，1，2，3，4，
5，6，7，8，9

0，1，2，3，4，
5，6，7，8，9

［計算］
・ こつこつ数えると答えにたどり着けるが， 
単位に分けて整理して簡単に数えることを 
学習する。
・同じ単位どうしで処理する学習。
・個数を数えるときは大きな単位から数える。

・ 教科書では発達段階を考慮して，左のよう
なブロックの置き方で「34」を量として
も捉えやすいように表現している。しかし
記数法の原理からすると「十」の部屋（位）
には 3個，「一」の部屋（位）には 4個あ
るときに「34」となる。左の図だけを見
ると，「十」の位に「30」あると解釈できる。

・ 十進位取り記数法は，数の位置によって単位の
大きさが決まる。
・的当ての構造によく似ている。

そのため，数表現では数の位置を
左にずらすことにより単位が大き
くなる仕組みとなっている。

十 一 十 一 十 一

［34］

［112］ ［23 + 6］ ［38 - 5］［20 + 30］ ［50 - 20］ ③数える学習
（計算：単位ごとに個数を数える）

補足【十進位取り記数法】［34］

十 一

100 10 11
10

1000

3 4

くらい

十のくらい

一のくらい

ひゃく

百

120程度

何十 ±何十

何十何 ±何

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

10

7 3

下
p.70
〜 71

1時間

ふりかえろう  つなげよう 【見方を変えて表現する】　同じ数でもいろいろな表現ができる。　いろいろな表現をしていても同じ数。

4 + 4 + 4 = 12
3 + 3 + 3 + 3 = 12

6 + 6 = 12
2 + 2 + 2 + 2 + 2 + 2 = 12

2 + 3 + 2 + 3 + 2 = 12
2 + 4 + 4 + 2 = 12
2 + 8 + 2 = 12
6 + 6 = 12

特に条件がなければどの表現でもよい。
2 + 3 + 2 + 3 + 2 = 2 + 4 + 4 + 2
= 2 + 8 + 2 = 6 + 6 = 12

数
②
比
較
の
学
習
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【数と計算】数

上
p.30
〜 37

2けた 2桁 ±2桁

3  2けたの  たし算と  ひき算 ①単位の学習（10にまとめる）　③数える学習（位・単位どうしで処理）

2時間

加法も減法も考え方はまったく同じ
（単位の学習： クッキーの形は違うが，

同じ 1個と見る）

おはじき

おはじき

位どうしの計算

位どうしの計算

同じ単位（位）どうしでしか計算処理できないことを徹底する。（一の位から計算処理することは次単元）

単位どうしで計算処理

単位どうしで計算処理

並べ方の工夫（筆算に繋がる）

並べ方の工夫（筆算に繋がる）

大きな単位の
（10）をつくった
方が数えやすい。

大きな単位の
（10）をつくった
方が数えやすい。

◯

◯

ブロック

ブロック

［12 + 23］

［25 - 13］

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

上
p.38
〜 51

ひっ算

くり上げる

たされる数

たす数

（　）

交換法則

結合法則

4  たし算の  ひっ算

7時間

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

①単位の学習（同じ単位どうしで計算処理） ③数える学習
　（くり上がりのある計算のしかた）同じ単位（位）どうしで計算処理

交換法則 結合法則

同じ単位（位）どうしであれば，十の位からでも一の位から
でも計算できる。

・ 交換法則や結合法則については，形式だけの
学習にならないように，ブロックなどの具体
物を通して確かめることが大切である。

くり上がりのあるときは一の位から計算する

・各位で計算する。

・桁が増えても筆算処理の手順は同じ。

・ 小さい位から処理する。 
処理した位は考えなくてよい。 
次の位を処理する。

・ 各位の計算は 1桁 + 1桁であり
100通りある。（0 + 0～ 9 + 9）
・くり上がりのある計算は暗算する。
・ くり上げる数は「1」しかない。 

9 + 9 = 18（最大）

上
p.52
〜 63

くり下げる

ひかれる数

ひく数

5  ひき算の  ひっ算

6時間

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

①単位の学習（同じ単位どうしで計算処理） ③数える学習（くり下がりのある計算のしかた）
加法と減法の関係

1 8

同じ単位（位）どうしで計算することは
これまでとまったく同じ。

・各位で計算する。

・桁が増えても筆算処理の手順は同じ。

・ 小さい位から処理する。 
処理した位は考えなくてよい。 
次の位を処理する。

・ 各位の計算は 1桁 - 1桁であり 100
通りある。（0 - 0～ 9 - 9）

・ くり下げる数は「1」しかない。 
0 - 9でも1くり下げると計算できる。
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【数と計算】数

上
p.79
〜 85

5時間

数
②
比
較
の
学
習

7  たし算と  ひき算 ⑴ ②比較の学習（要素の関係を捉え，図をかき，立式する）

【場面を図に表現する】

問題場面：加法（合併） 思った通りに表現させる テープ図（リボン図）

自分のかいた図を共有する。
図と比較し理解する。
・ 自分のかいた図とは違う表現のしかたの図を見て，
理解できる見方・考え方を育てる。
・ 自分のかいた図を別の図に変換することができる。

まずは思った通りにかかせて比較・修正さ
せる。（まずかいてみる）
はじめから指導しながら図をかかせると，
ポイントを主体的に理解できず，指導者の
いないところでは自分の好きに図をかいて
しまう場合がある。

・答えの図をかくのではなく場面の図をかく。 →答えがわからなくても，問題場面はかくことができる。
・順序よく・一つひとつ・少しずつかく。 →いっぺんにかこうとしてはいけない。問題文を確かめながら順序よくかく。
・図がかけたら答えにたどりつく。 →関係を見抜くことができる。

・どんなに長い文章や条件が多い問題でも，問題の通りに順序よく図をかく習慣をつける。
・順序よく読み取ることが読解力をつけることになる。

順序よくかく経験を重ねながら，場面が理解しやすい工夫
（レイアウト）を考えさせる。

・ 量（長さ）で表現するが，相対的に
関係がわかればよい。

問題の通りに順序よく図をかく

① 8きゃくのいす

② 1人ずつすわる

③ 13人立っている
8 13

8  1000までの  数 ③数える学習（10，100のまとまりをつくる）上
p.86
〜 99

百のくらい

千

空位

百何十 ±何十

不等号＞

＜

=

7時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

具体

単位をかえて数を見直す。（量の単位換算と考え方は同じ） ＜，＞，=（名称は第 3学年で学習する）

10の 5 + 8

10ずつまとめる
百の単位，十の単位にまとめる 数表現：235

空位

 をおいて数える ・ 3桁の数表現もこれまでの考え方
（原則）とまったく同じ。
・ 位置が単位を表し，数は単位の個
数を表す。
・ 左の位置は単位が大きくなり，右
の位置は単位が小さくなる。
・ 10のまとまりができると，一つ大
きな単位ができる。
・ 10に分けると，一つ小さな単位と
なる。

［百］ ［百］

①単位の学習（1，10，100，1000）

②比較の学習（数の相対的な大きさ：単位とそのいくつ分）

③数える学習（単位とそのいくつ分）

・1目盛りは 10（縦の●10個）
・目盛りと●の数を関連付けて理解する。

23
140

50 + 80
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【数と計算】数

9  大きい  数の  たし算と  ひき算

ふりかえろう　つなげよう

上
p.100
～ 117

上
p.118
～ 119

11時間

1時間

数
③
数
え
る
学
習

③数える学習（くり上がりのある計算のしかた）

【計算の原理の理解】加減の筆算の共通点
②比較の学習

③数える学習（くり下がりのある計算のしかた）

③数える学習（100を単位にして数える）

③数える学習（100を単位にして数える）

百の位にくり上げる

百の位からくり下げる

十の位と百の位にくり上げる

十の位と百の位からくり下げる

3桁 + 3桁（何百 +何百）

3桁 - 3桁（何百 -何百）

何百 +何百 = 1000

74 + 58 = 132

125 - 86 = 39

3桁 + 1桁 3桁 + 2桁

十の位からくり下げる
ことができないひき算

900 + 100
（筆算の必要なし）

1000 -何百 =何百
1000 - 200

（筆算の必要なし）

・ それぞれの位について，単位のいくつ分の考えは桁
が多くなっても変わらない。（計算の原理）
・ 10個をまとめて単位が一つ大きくなっていく。
・ 位（位置）が単位を表すため，筆算では数字を書く
位置に注意する。（位をそろえる）

・ それぞれの位について単位のいくつ分の考えは桁
が多くなっても変わらない。（計算の原理）
・ 単位を一つ小さくすると小さい単位の数が 10個
になる。
・ 位（位置）が単位を表すため，筆算では数字を書
く位置に注意する。（位をそろえる）

・ 単位とそのいくつ分の考えで，各位の計算をしていることは， 
加法・減法に通じている。（計算の原理：同じ単位どうしでないと計算できない）

※各位の計算は，結局のところ
・くり上がりなし：1桁 + 1桁
・くり上がりあり
　：1桁 + 1桁 +くり上がりの「1」

400 + 300 100のまとまりで考える

700

4 + 3

7

500 - 300 100のまとまりで考える

200

5 - 3

2

1 3 9 1 3 2

6

6

2

3

8
7
5

3桁 - 1桁

7

7

5

4

3
6
7

4

4

6
2
9

3
9
2

3桁 - 2桁

5

5

4
2
1

6
7
9

1 0
7
2

5
8
7

5 6 3 9

※各位の計算は，
・くり下がりなし：1桁 - 1桁
・くり下がりあり：
［減加法］くり下がりの「10」- 1桁 + 1桁

［減々法］くり下がりの「10」-（1桁 - 1桁）

減数

減数

被減数

被減数

数
②
比
較
の
学
習

加法 減法

共通点
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【数と計算】数

下
p.2
～ 22

下
p.23
～ 37

16時間

11時間

1つ分の数が違う

それぞれの個数を
数える必要がある

「まとまり」の「いくつ分」で数える考え方に繋げる

そろっているのでどれか 1つ
が 3個なら全部 3個になる。
→単位の考え方

長方形

1つの分の数が同じ
かけ算のイメージ かけ算のイメージ

かけ算

かける

×

1つ分の数

いくつ分

ぜんぶの数

ばい

九九

かける数

かけられる数

分配法則

分配法則

1cmではなく，3cmを
単位にした見方・考え方
【3，6，9，…】

同数累加の考え 分配法則の考え

・ かけ算九九を記憶するときは，間違いを繰り返し唱えることのないように気をつける。
　→そのまま間違いを記憶してしまう。
　→間違えたらやり直す。（そのまま流さない）

・通常の授業だけでは完全暗記は難しい。
・家庭の協力が必要になる。
・楽しく暗記できるような工夫が必要になる。
・ 第 2学年における九九暗記は，今後の学びの理解に大きく影響するため，徹底して記憶させることが肝要である。

「2の段の答え」+「3の段の答え」=「5の段の答え」

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

12  かけ算 ⑴

13  かけ算 ⑵

①単位の学習（いろいろな単位で「全部の数」を求める）5の段→ 2の段→ 3の段→ 4の段

①単位の学習（いろいろな単位で「全部の数」を求める）6の段→ 7の段→ 8の段→ 9の段→ 1の段

【かけ算の意味と式表現】

③数える学習（まとまりを活用して数える）

②比較の学習（倍の意味）

②比較の学習（九九をつくる） ③数える学習（単位のいくつ分）

できた九九を確実に記憶する

②比較の学習（分配法則の素地）

③数える学習（そろえる→単位となる）

乗り方の位置やコーヒーカップの位置が違う
→それぞれの 1つ分の数が 3だと確認が必要

それぞれが 3の確認→ 全部数えることになる 
全部数えた方が速い

→

→

・【1つ分の数】と【いくつ分】から【全部の数】を求めるときにかけ算の式に表現する。
・そのときに使う記号が【*】である。
・3つの要素の関係は，（1つ分の数）*（いくつ分）=（全部の数）という式になる。

乗法計算を累加の考えで処理している。
まとまり（単位）をもとに数える学習。

九九を記憶する。
九九を活用して乗法処理をする。

2 6 6

3 * 3 = 9　9 cm

18

6
6

12

24

36

48

18

30

42

54

6

6

6

6

6

6

6
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【数と計算】数

下
p.38
～ 47

下
p.48
～ 57

6時間

5時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

14  かけ算 ⑶

15  分数

②比較の学習（規則性を見抜く）

①単位の学習（分割分数）

②比較の学習（逆方向の見方・考え方）

【九九を超えるかけ算への活用】

①単位の学習　③数える学習（単位のいくつ分の見方・考え方）

②比較の学習（単位と割合の関係）

割合の見方・考え方

16

24
28
32
36

20
25
30
35
40
45

24
30
36
42
48
54

28
35
42
49
56
63

32
40
48
56
64
72

36
45
54
63
72
81

4

6
7
8
9

8

12
14
16
18

12

18
21
24
27

21 24 27
18

九九表

同数累加の活用 分配法則の活用　3 * 10　3 * 11 12 * 3

5の段の一の位が 0と 5

同数累加

交換法則 分配法則

・ 子ども自身にいろいろな視点で規則性を見
つけさせる。
・ 縦，横，斜め等のいろいろな方向から数の
並びを調べてみる。

・ 規則性を見つけることで未知の
枠の数を見つけることができる。
・ 九九表を拡張した答えを求める
ことができる。

規則性

33 3

336

6 * 4 = 24
3 * 2 = 6
24 + 6 = 30　答え　30こ

6 * 6 = 36
3 * 2 = 6
36 - 6 = 30　答え　30こ

3 * 4 = 12
3 * 6 = 18
12 + 18 = 30　答え　30こ

4 + 1 = 5（6 - 1 = 5）
6 * 5 = 30　答え　30こ

・ 同じ「4倍（割合）」という表現でも，もとにする大きさ（基準量）が違うと同じ結果（比較量）にはならない。
・ 同じ長さでも，基準量が変わると割合も変わる。青の 6倍と赤の 4倍は同じ長さ。

= =
分数

1つ分
もとの大きさを 4等分した

1
4

分数は「等分した数」と，「その個数」の 2つの意味を 1つの数として
表現している。

はもとの大きさが同じで，同じ 1
4 なので，と

変形したら同じ形にぴったり重なる。（同じ量の証明になる）

1
2

1
2

1
2

1
3

1
4

等分する数が増えると 1つ分は小さくなる もとの大きさが違うと 1
2 の大きさも違う

もとの大きさ
4等分した

4倍
1
4
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【数と計算】数

下
p.66
～ 79

下
p.80
～ 81

6時間

1時間

17  10000までの  数

ふりかえろう  つなげよう

①単位の学習　③数える学習（単位と単位を表す位置の学習）

②比較の学習（単位どうしの関係）

②比較の学習（相対的な大きさ）

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
②
比
較
の
学
習

具体

［千］ ［千］

100個ずつ，1000個ずつ 数が大きくなっても，記数法の考えは同じ

10のまとまりで単位が 1つ大きくなる。

大きな数を数えるときは，大きな単位で
数えていくと数えやすい。

10のまとまりで単位が大きくなることを単位の個数（量：面積）を通して捉える
10000

さ
ら
に
大
き
い
単
位

100マスが 10 * 10

千のくらい

万

1700

24

下
p.92
～ 97

3時間

数
②
比
較
の
学
習

19  たし算と  ひき算 ⑵ ②比較の学習（逆の考えの問題）

②比較の学習（同じ場面・図でも見方によって式が変わる）

あとからきた数（加法逆の減法）

減法の場合　・はじめの数（減法逆の加法）
　　　　　　・あげた数（逆思考の減法）
　　　　　　・のこりの数（順思考の減法）
□を使って順思考で立式し，□を求める式に
変形する。

立式は□　図はだいたい

順思考の加法
17 + 24 =□

加法逆の減法
□ + 24 = 41　□ = 41 - 24

加法逆の減法
17 +□= 41　□= 41 - 17
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【数と計算】数

上
p.12
〜 25

交かん
のきまり

分配の
きまり

けつ合
のきまり

=

等号

交換法則

分配法則

結合法則

0のかけ算

10のかけ算

1  かけ算 ②比較の学習（累加，累減，交換法則，結合法則，分配法則）

7時間

数
②
比
較
の
学
習

乗数の累加と分配法則の関係

小学校で扱う式の表示で使われる主な記号

等号「=」

交換法則

7 * 6 = 6 * 7

乗数の累加・累減による積の変化 分配法則

42

42

4

4

結合法則

①対象を表すもの→ 1，3，9，□，△，○，a，b，c，x，y，…など
②操作や手順を表すもの→ +，-，*，/，（　），…など
③関係を表すもの→ =，：，＞，＜，…など

35

42

7

7

1

1

3  わり算 ③数える学習（等分除・包含除：1つ分の数・いくつ分・全部の数の関係）

［15 / 3］ブロックを使わずに計算で考える→かけ算を活用→ブロックで確かめ

上
p.36
〜 53

わる

わり算

÷

全部の数

1つ分の数

いくつ分

わられる数

わる数

1のわり算

0のわり算

10時間

数
③
数
え
る
学
習

［等分除］ ［包含除］
［等分除］：［全部の数］と［いくつ分］から［1つ分の数］を求めるわり算
［包含除］：［全部の数］と［1つ分の数］から［いくつ分］を求めるわり算

・ 子どもに「この問題はかけ算？わり算？」という質問をされないためにも，
問題場面（要素の関係）の理解を重視する。

※わり算は形式はあっても内容はない。
　かけ算の関係と同じ。かけ算で計算処理する。

問題要素の数値を左図のように整理
して演算を形式的に決定する方法が
ある。

［全部の数］を求めるときは乗法［*］

［1つ分の数］を求めるときは等分除［/］

［いくつ分］を求めるときは包含除［/］

1つ分の数 を求める場合は［わり算］　等分除

いくつ分 を求める場合は［わり算］　包含除

全部の数 を求める場合は［かけ算］

問題場面の 1つ分の数 いくつ分 全部の数 にあたる量を捉える。

等分除：あめ 15個を 3人で等分する

1や 0のわり算 《演算決定》形式的な方法

※「/ 0」は定義されていない。分母が 0になる分数も存在しない。

「/ 0」を認めると「0 = 2」となり，
おかしなことになる。

4 / 4 = 1 0 / 4 = 0

包含除：あめ 15個を 3個ずつ分ける ・数が多くなると計算が便利
□ * 3 = 3 *□だから，

 x  = 0
 x + 2 = 2
 (x + 2)(x - 2) = 2(x - 2)
 x 2 - 22 = 2x- 22

 ※ x  = 2x（/ x→ ÷ 0）
 x  = 2

全部の数

1つ分の数 いくつ分
/ /

*

全部の数

？ いくつ分
/

全部の数

1つ分の数 ？
/

？

1つ分の数 いくつ分*
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【数と計算】数

4  たし算とひき算

 倍の計算

①単位の学習（同じ単位どうしで計算処理） ③数える学習（各位の計算は 1位数 + 1位数）

②比較の学習（倍を使って関係の表現）上
p.54
〜 55

上
p.56
〜 73

3桁 +3桁

3桁 -3桁

加法の
きまり

減法の
きまり

結合法則

倍

1時間

13時間

12cmは 6cmの 2倍
数
②
比
較
の
学
習

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

248 + 187 425 - 286 ・計算処理の方法はこれまでとまったく同じである。
・今後桁が増えても，計算処理はまったく同じである。
・位ごとに計算するので，実際は［1桁 +1桁］の処理をしている。

・ 指を使って計算している児童は暗算するように指導する。（指を使わせない） 
指を使う：順序数として処理している。集合数（まとまり）として処理できない。 
暗算をする：集合数（まとまり）を理解している。

・ 「10」ができたら「1」くり上げる。 
くり上げる数は「1」しかない。

・ 被減数が小さくて引けない場合は「1」
くり下げる。くり下げる数は「1」し
かない。
・ 10の補数を記憶していれば一般的に
減加法の処理が考えやすい。

《筆算処理の型分け》
くり上がりなし

くり下がりなし

加法のきまり 減法のきまり 結合法則

くり上がりあり

くり下がりあり

□
+ □
□

□
- □
□

□
+ □
1 □

1□
- □

□

1
□

+ □
1 □

1
□

+ □
□

7 8 3 3 1 9 7 8

上
p.74
〜 75

1時間

数
②
比
較
の
学
習

ふりかえろう  つなげよう ②比較の学習（大きい数でも計算処理はこれまでの方法が適用できることを確かめる）

1000を超えるたし算 1000からひくひき算これまでの方法で計算処理できる これまでの方法で計算処理できる

上
p.118
〜 127

5時間

あまり

わり切れる

わり切れない

たしかめ

数
①
単
位
の
学
習

8  あまりのあるわり算 ①単位の学習（単位に満たない量：あまりの考え方）

【20 / 6】
6のまとまり

確かめの式 あまりの処理

九九の活用（図を利用しないで考えるには） あまりのあるわり算は，
・ 「単位のいくつ分」と「単位に満たない数量」による表現。 

20 / 6 = 2あまり 8→ 8の中にはまだ単位になる「6」がある。 
20 / 6 = 3あまり 2→ 2は単位の「6」に満たない。
・除数が単位になる。
・ あまりを「小さな袋に入れるといいね」などと表現すると，単位
を変えてしまうことになるので注意が必要。

・ 生活場面においてはよくある「あまりの場面」であるが， 
式表現として本来「等式」は成立しない。便宜上の表記となる。 単位を変えることができないあまりの処理の考え方

32 / 6 = 5あまり 2

32 / 6 = 5あまり 2

22 / 4 = 5あまり 2

答え　6回…6回目は 2人で走る。

答え　5回… 3回は 6人で走り，2回は 7人で走る。 
7人で走る場合は，単位（6）を変えたことになる。

32 / 6 = 22 / 4

＜32
6

22
4

・ 32人が 6人用の長イスに座る場面であれば，6人用の長イスが 6脚必要になる。 
1つは 2人用というわけではない→単位は 6

・32個のミカンを 6個ずつの袋に入れると，5袋できる。小さな 2個の袋はない。

累加で考える 分配法則で考える
九九の範囲を超える除法［36 / 3］

ワクワク算（等分除：1人分）
　・等分除はアメが必ずもらえるのでワクワクして待っている。
ドキドキ算（包含除：何人分）
　・包含除はアメをもらえないかもしれないのでドキドキする。

わり算の意味理解　ワクワク算・ドキドキ算

3  わり算上
p.36
〜 53

数
③
数
え
る
学
習

10時間

わる
わり算
÷

全部の数
1つ分の数
いくつ分
わられる数
わる数
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【数と計算】数

下
p.2
〜 5

下
p.6
〜 19

下
p.20
〜 37

1時間

9時間

10時間

筆算

万

億

数直線

不等号

＞ ,＜

9  （2けた）*（1けた）の計算

10  1けたをかけるかけ算

11  大きい数

③数える学習（九九を超えるかけ算の計算処理）

③数える学習（部分積で計算処理→筆算）

①単位の学習　③数える学習（単位と単位を表す位置の学習）

・どの考え方も分配法則を活用していることでは共通している。
・かけ算の筆算の考え方である部分積の和は 12 * 4 = 2 * 4 + 10 * 4の考え方となる。

部分積をまとめたり，くり上がりを
暗算することで，部分積の表記が少
なくなり，すっきりした筆算となる。

・ 一般的に暗算は大きな位から
計算する。
・ 筆算の学習をしたが，1桁を
かける計算は暗算でできる。
実際，筆算を必要とするのは
2桁をかける計算からである。

・ 計算処理は「部分積の和」であり，桁が増
えても処理方法は同じことを理解させる。
・ 筆算では 1桁 * 1桁（九九）の処理にく
り上がりを加えている。
・部分積の十の位がくり上げる数である。

・実際は各位に具体物はいくらでも入る。
・ しかし，数字で表現できる種類は 0～ 9の 10種類
しかない。
・ 10個目を数表現するために，左の位置にずらして

10個まとめた単位をつくる。
・ 各位の 10個をまとめて左の位置にずらして新しい
単位をつくり，それを繰り返すことで全体の個数を
0～ 9の数字で表す。

・数字の位置は「単位の大きさ」を表す。
・0～ 9までの数字は「単位の個数」を表す。 ・各位の数字は 0～ 9までの 10種類しかない。

・数字の位置は単位の大きさを表す。
・数字の大きさは単位の個数を表す。

・ 将来は同一数直線上に，整数も小数も分数も，また
数を表す式も表現することができるようにする。
・ 同一数直線に表現することで，数表現の理解を深め
る。（同じ大きさでも，いろいろな数表現ができる）

12 * 4 = 6 * 4 + 6 * 4 12 * 4 = 9 * 4 + 3 * 4 12 * 4 = 2 * 4 + 10 * 4
数
③
数
え
る
学
習

数
③
数
え
る
学
習

48 48 48

「10」，「100」を単位 単位を分けて考える

暗算

部分積の和　23 * 3

部分積の和　213 * 3

部分積をまとめる

十進位取り（位置）記数法のしくみ 10倍，100倍，1000倍と位の関係

10倍と 10でわった数の関係

十進位取り（位置）記数法の理解を深める問題

部分積をまとめる

20 * 4 23 * 3

200 * 4

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

3 6 4 2 7
一万 千 百 十 一

1
1000 1
1000 1
1000 100 1

10000 1000 100 1
10000 1000 100 10 1
10000 1000 100 10 1
5　0 5　0 5　0 5　0 5　0
6　1 6　1 6　1 6　1 6　1
7　2 7　2 7　2 7　2 7　2
8　3 8　3 8　3 8　3 8　3
9　4 9　4 9　4 9　4 9　4

十進位取り（位置）記数法 ・ 当てはめる数は，
順序よく考えるこ
とが大切。
・ どの単位から，ど
のように順序よく
考えるかが数学的
な考え方となる。

3

3

6

6

4

4

2

2

7

7

下
p.38
〜 51

10時間

等分

小数

小数点

小数第一位

整数

0.1

小数 ±小数

数
①
単
位
の
学
習

12  小数 ①単位の学習（小数：0.1）
小数の単位の考え方も整数と同じ

・ 10倍すると位が一つ大きくなり， 
10等分すると位が一つ小さくなる。

1dL の 10等分→ 0.1dL の考えを 1L に当てはめる。
1L の 10等分→ 0.1L

0.1（単位）のいくつ分で考えて整数と同じように処理する。

単位で分けて計算する。→筆算

・「小数点」は「一の位」を表す記号である。
・ 小数の学習は，小数点で一の位を明確にしているだけで，
考え方は整数とまったく同じである。
・ これまでは数が大きくなる方向で考えた。これからは小さ
くなる方向でも考える。

・ 整数も小数も単位とその個数
の考え方で計算している。

相対的な見方

数直線上に表記

2

2.6dL

6
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【数と計算】数

14  2けたをかけるかけ算 ①単位の学習　③数える学習（単位のいくつ分の見方・考え方）下
p.72
〜 85

9時間

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

結合法則

部分積

分配法則

（何十）*（何十）（40 * 30）

3桁 * 2桁「123 * 32」：部分積の和

4 * 3を単位と見る 2桁 * 2桁「23 * 12」：部分積の和

2 3
* 2

4 6

2 3
* 1
2 3

既習 学習内容

くり上がりの数は暗算する

暗算
　 桁が増えると部分積の
表記が少なくて済む。

どちらかの「位」を隠してしまえば，
計算処理は， 23 * 2
 23 * 1
 「2桁 * 1桁」と同じ

・ 計算処理は「部分積の和」であり，桁が増
えても処理方法は同じことを理解させる。

・ 筆算では 1桁 * 1桁（九九）の処理にくり
上がりを加えている。

実際の筆算処理は， 「1桁 *1桁」の繰り返し。
積に繰り上がりの数をたしているだけ。

276

5 8
* 3 4

3 2
2 0
2 4

1 5
1 9 7 2

5 8
* 3 4
2 3 2

1 7 4
1 9 7 2

下
p.86
〜 101

10時間

等分

分数

分母

分子

1
10の位

量分数

割合分数

1にな
る分数

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

15  分数 ①単位の学習　③数える学習（単位のいくつ分の見方・考え方）

①単位の学習　②比較の学習（もとにする量の捉え）

③数える学習（同分母分数の加減計算：単位分数のいくつ分）

量分数と割合分数の関係

※割合分数と量分数を明確に区別できるようにする。「プールの水 1
2 Ｌを教室に持ってこれますか」

分数でのはしたの表し方

・2つの数を使って 1つの意味（数）を表している。
・ 特に「量分数」と「割合分数」については，その違いを
きちんと整理して理解する必要がある。

分数の種類
・量分数　：量を表した分数（量の単位がある…m，g，cm3等） ・商分数：除法の答え
・割合分数：割合を表す分数（もとにする大きさを 1とする） ・位を表す：小数表現の位を表す分数
・分割分数：具体物をいくつかに等分したうちのいくつ分を表した分数 ・単位分数：分子が 1の分数 　などがある。

・量分数のもとにする大きさは決まっている。1m，1L，1kg等
・割合分数のもとにする量は任意の量となる。

・量分数は加減計算ができる。
・ 割合分数は，もとにする大きさに違いが出る（場合が多い）ため，
加減計算できない。

・ 量分数では，分母が同じだから計算できる。 
→分母が同じ→「単位（分数）」が同じだから計算できる。 
　整数も同じ単位どうしで計算する。（一の位，十の位，…）

・割合分数：「プールの水の 1
2 」プールの水の半分。プールの大きさが変われば水の量も変わる。持ってくるのが大変。

・量分数：「プールの水 1
2 L」1Lの半分のプールの水。プールの大きさに関係ない。持ってくるのは簡単（1Lペットボトルの半分を入れて持ってくる）。

単位分数の
もとになる大きさを

いくつ分
等分した数

分数のしくみ：単位のいくつ分 分数と小数の関係

1mの 1
4 = 1

4 m 1
4 mではない2mの 1

4 =1mの 2
4

 = 2
4 m = 1

2 m

2mの 1
4 は正しいが，

割合分数 割合分数 割合分数量分数 量分数 量分数

同分母分数の加法 同分母分数の減法1
5 + 2

5 = 3
5

7
8 - 5

8 = 2
8

1 2 3

7

5 2
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【数と計算】数

下
p.120
〜 127

下
p.128
〜 129

□ 未知数

5時間

《学習の流れ》

小学校で扱う式の表示で使われる主な記号
代入法 移項（計算のきまり）

第 3学年の□：未知数
第 4学年以降：未知数・変数

・要素（必要条件）だけを残す。
・算数の問題には必ず条件があり，条件を把握することが問題把握である。

・ 図をかくときも，問題の通りに一つひとつ・少しずつ・順序よくかく。 
①はじめの線→②あとからの線→③全部の確認

・ 式をかくときも，問題の通りに一つひとつ・少しずつ・順序よくかく。 
①はじめ→②あとから→③全部　記号は「＋」

《図をかく，式をかく》
　・順思考で考える習慣をつける。→そのために□が必要になる。
　・問題の通りに「一つひとつ・少しずつ・順序よく」かき表すことで答えにたどり着く。
　・答えの図を書くのではない。→解決したものにしかかくことはできない。
　・問題場面の図をかく。 →誰にでも（解決していなくても）かくことはできる。 

→答えにたどり着く。

・□を使うと順思考で式を立てることができる。
・式 ：関係を表している（関係式）。（答えを求める式：求答式 17 - 4）
 ：数字と記号で表現されている。

・式はひとまとまりとして「数」と見ることもできる。

どれも関係を表しているということでは同じである。

具体的場面
（文章表現）

問題把握
要素の確認

図

ことばの式

□を使った式

□を求める

数
②
比
較
の
学
習

数
②
比
較
の
学
習

17  □を使った式

 図を使って問題を考えよう

②比較の学習（要素の関係を捉える）

②比較の学習（場面と図・式）

17
全部

はじめ（何人か）
□

あとから
4

はじめ（何人か） あとから 全部

□ + 4 = 17

①対象を表すもの
　1，3，9，0.2，□，△，○，a，b，c，x，y，…など
②操作や手順を表すもの
　+，-，*，/，（　），…など
③関係を表すもの
　=，：，＞，＜，…など

下
p.134
〜 137

わく

はり

けた

定位点

五だま
一だま

2時間

・そろばんの各桁も「0～ 9」までの数しか表現できない。
・10個目は 1つ大きな位となる。

19  そろばん ①単位の学習（位置で単位が決まる，たまの単位） ③数える学習（たまの読み方・動かし方）数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

4 + 8

12 - 8

十進位取り記数法
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【数と計算】数

上
p.12
〜 24

億

兆

和

差

積

商

1  大きい数 ②比較の学習（10倍，100倍，…と位との関係）

6時間

数
②
比
較
の
学
習

10のまとまりで位が一つ大きくなる
考え方はこれまでと同じ。

1000兆より大きい数

*10，*100，*1000，/10 数表現のしくみ

十進位取り記数法

上
p.38
〜 45

3  わり算 ②比較の学習（除法の規則性《きまり》の発見）

①単位の学習（10，100を単位にする）

4時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

被除数と除数の関係

除数と商の関係

被除数と商の関係

小数や分数の場合にも活用する。

・□ / 3 =△のとき， □（全　体）が * 2（/ 2），* 3（/ 3）になると， 
△（　商　）も * 2（/ 2），* 3（/ 3）になる。

・計算の結果と図（量的な表現）とを関連付けて理解させる。
・式の操作で終始しないように気をつける。

5年［小数 /小数］上 p.115
　5.76 / 3.2 = (5.76 * 10) / (3.2 * 10) = 57.6 / 32

6年［分数 /分数］p.77

　2
5 / 3

4 =( 2
5 * 4

3 )/( 3
4 * 4

3 )= 2
5 * 4

3 /1= 2
5 * 4

3

わり算では，わられる数を□倍すると，商も□倍した数になります。
また，わられる数を□でわると，商も□でわった数になります。

60 / 3 単位10 単位：1にもどす
6 / 3 = 2 20

3年上 p.49
「80 / 4」

2 3

3

3

32

2

2

2

2

3

3

3

3

2

2

2

2

2 22 2

2

2

2

2

上
p.62
〜 65

5  (2けた )/(1けた )の計算 ③数える学習（九九の範囲を超える除法の処理）→九九が使える形に置き換える

1時間

［48 / 3］・既習の計算を使って解決することができる。
・どの領域，学年でも「できない形をできる形に置き換えて解決する」という基本的な思考の流れを習慣づけたい。

数
③
数
え
る
学
習 30 + 18の形にして分ける。

48 / 3 =( 30 + 18 )/ 3
 = 30 / 3 + 18 / 3
 = 10 + 6

8 * 6の形にして分ける。

48 / 3 = 8 * 6 / 3
 = 8 *( 6 / 3 )
 = 8 * 2

わる数と商の関係のきまり

48 / 3 = 48 /( 3 * 2 )* 2
 = 48 / 6 * 2
 = 8 * 2

2箱（24）ずつ分ける。

48 / 3 = 24 * 2 / 3
 = 24 / 3 * 2
 = 8 * 2

1箱（12）ずつ分ける。

48 / 3 = 12 * 4 / 3
 = 12 / 3 * 4
 = 4 * 4

16
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【数と計算】数

上
p.66
〜 78

9時間

商

あまり

たしかめ

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

6  1けたでわるわり算 ①単位の学習（単位をくずして処理を続ける）　③数える学習（筆算のしかた）

［536 / 4］

除法処理：乗法→減法→乗法→減法→… 商は下のどちらかの位置にたつ

たしかめの式　意味理解の後は形式に当てはめて確認する。
48 / 9 = 5あまり 3
48 = 9 * 5 + 3

大きい単位で処理できないときは，小さい単位にくずして処理を続ける。

大きな単位から処理する。 一つ小さい単位を処理する。

除法は形式はあっても内容はない。
・乗法と減法で処理する。
・除法場面は乗法場面に見直すことができる。
・大きな単位から処理していく。
・単位と個数で処理する考えはこれまでと同じ。
・どんなに数が大きくなっても，処理のしかたは同じ。
・繰り返していくと答えにたどり着く。

1 3 4
4 5 3 6

4
1 3
1 2

1 6
1 6

0

100 * 4

30 * 4

4 * 4

…左から除数と同じ桁数の位置□ □ □ □

…1つ右にずれた桁数の位置□ □ □ □

上
p.88
〜 104

上
p.105
〜 107

12時間

1時間

見当

かりの商 仮商

8  2けたでわるわり算

 倍の計算 ⑴

③数える学習（2けたでわるわり算の筆算）

③数える学習（2けたでわるわり算の筆算）

③数える学習（わり算のきまり→ 10，100を単位にする）

②比較の学習（倍（割合）を使った関係の表現）

②比較の学習（問題文から要素「1つ分の数」，「いくつ分」，「全部の数」の関係を理解する）

②比較の学習（筆算の工夫）

①単位の学習（何十でわるわり算）

…左から除数と同じ桁数の位置□ □ □ □ □

□ □ □ □ □ …1つ右にずれた桁数の位置

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
②
比
較
の
学
習

80 / 30　10を単位（たば）で考える

筆算：たてる→かける→ひく→おろす→たてる→かける→…

・具体的な場面から「基にする量（基準量）」，「比べられる量（比較量）」，「割合（倍）」を捉える。

①（比較量）/（基準量）=（割合）

140 *□ = 980
□ = 980 / 140
□ = 7

120 * 6 =□
□ = 720

②（基準量）*（割合）=（比較量）

140 *□ = 980

120 * 6 =□

4マス関係表

4マス関係表

商のたつ位置 商は下のどちらかの位置にたつ

仮商修正のないわり算

・ 仮商修正でわり算を極端に難しく感じる子どもには仮商
修正のない方法もあることを知らせるが，これは累減の
考えであり，倍概念ではない。
・ わり算に慣れるにしたがって，仮商を感覚的に捉えるこ
とができるようにすることが大切である。

除法は形式はあっても内容はない。
・乗法と減法で処理する。
・除法場面は乗法場面に見直すことができる。
・大きな単位から処理していく。
・単位と個数で処理する考えはこれまでと同じ。

［984 / 23］

ドイツ カナダ 日本

80 30 2 20

80 = 30 * 2 + 20
答えのたしかめ

2 3

1
1 1
1 1

1 4 3 2 2
1 4
1 8
1 4

4 2
1 4
2 8
1 4
1 4
1 4

0

322 / 14 = 23

4 2
2 3 9 8 4

9 2
6 4
4 6
1 8

80

80240 3

・「単位」と「個数」の考え。
・たしかめの式は形式計算のため，等分除でも包含除でも同じ式になる。

全部の数 = 1つ分の数 *いくつ分 いくつ分 =全部の数 / 1つ分の数 1つ分の数 =全部の数 /いくつ分

・ 関係図に整理することで，要素の関
係を倍概念の視点で捉えることがで
きる。

・ □を活用することで， 
　（基準量）*（割合）=（比較量） 
に当てはめることができる。

・求める要素を考える。
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【数と計算】数

□ * 40 = 320
□ = 320 / 40
□ = 8

①「割合」を求める　：割合の第 1用法
②「比較量」を求める：割合の第 2用法
③「基準量」を求める：割合の第 3用法

③（比較量）/（割合）=（基準量）

□ * 40 = 320 4マス関係表

上
p.108
〜 109

 図や表を使って問題を考えよう ②比較の学習（場面と図・式）　数
②
比
較
の
学
習

②全部の数がわからない　（基準量）*（割合）=（比較量）
かけ算のときの図（具体的な量の図）累加的

あめが 1ふくろに 16こ入っています。
14ふくろ分では，あめは何こありますか。

16 * 14 = 224

わり算（等分除）のときの図（具体的な量の図）

100 100 100 100 10 10 10 1 1

③ 1つ分の数がわからない　（比較量）/（割合）=（基準量）

432 / 18 = 24

色紙が全部で 432まいあります。
この色紙を 18人で同じ数ずつ分けると，
1人分は何まいになりますか。

わり算（包含除）のときの図（具体的な量の図）

①いくつ分がわからない　（比較量）/（基準量）=（割合）

108 / 12 = 9

108本のえんぴつを 1人に 12本ずつ分けます。
何人に分けることができますか。

・まずは，思った通りの図をかかせる。→倍（割合）の視点の図と比較する。

・1より小さい小数における一の位からの空位の「0」は有効数字ではない。
　→ 0.0395を上から 2桁の概数にする。
　→「5」を四捨五入
　→ 0.040
　→ 0.04　…　 1

1000の位の 0は小数のため省略

・ 概数にする条件や目的に合わせて数表現を調整することができるようにする。
・条件付けは「条件をつける①，②，③」の 3通りが主である。

概数 条件をつける 概算

概算と有効数字 □■は有効数字

下
p.2
〜 17

10時間

がい数

約

四捨五入

以上

未満

以下

切り捨て

切り上げ

がい算

見積もる

数
②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

10  がい数 ②比較の学習　③数える学習（以上，未満，以下，四捨五入，切り上げ，切り捨て）

以上・未満・以下 四捨五入 切り捨て 切り上げ

［2894］→概数
特に条件がなければ処理する側で判断してよい。
　3000　2000　2900　2800　2890　等

①およそ何千ですか。
②○○の位までの概数にしなさい。
③上から○けたの概数にしなさい。

・事象の性質から切り捨て処理する。
・事象の性質から切り上げ処理する。

□ 0 0
+ □ 0 0
■ 0 0

□ 0
* □ 0
■ 0 0

□ 0 0
+ □ 0 0
■ ■ 0 0

□ 0
* □ 0

■ ■ 0 0

□ □ 0
- □ □ 0
■ ■ 0

□ □ 0
- □ □ 0

■ 0

■ ■ 0
□ □ □ 0

■ 0
□ □ □ 0

上
p.105
〜 107

 倍の計算 ⑴ ②比較の学習（倍（割合）を使った関係の表現）数
②
比
較
の
学
習

1時間
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【数と計算】数

問題場面にない数：380

計算の順序

計算のきまり

加法

同じ単位どうしで計算することは計算の原理。

減法 乗法 除法

問題場面にない数：480

3要素 2段階の式

・交換法則は「ひき算」，「わり算」では成立しない。
　　ひき算 5 - 2 = 3 わり算 12 / 3 = 4
 2 - 5 = -3 　　　 3 / 12 = 0.25

・結合法則も「ひき算」，「わり算」では成立しない。
　　ひき算 （5 - 2）- 1 = 2 わり算 （18 / 6）/ 3 = 1
 5 -（2 - 1）= 4  18 /（6 / 3）= 9

問題場面の数だけで立式

問題場面の通りに式表現している

下
p.18
〜 32

9時間

（　）

数
②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

11  式と計算 ②比較の学習（問題場面と式表現）

③数える学習（見方を変えた計算）

③数える学習（数が大きくなっても計算処理方法は同じ→同じ単位どうしで計算する）

2 7 1 1 0 8
+ 2 9 0 3 7 6

5 6 1 4 8 4

3 1 5
* 4 3 6
1 8 9 0
9 4 5 0

1 2 6 0 0 0
1 3 7 3 4 0

2 9 0 3 7 6
- 2 7 1 1 0 8

1 9 2 6 8

120 360 20
480

20480

120 380

20380

交換法則
■ +▲ =▲ +■
■ *▲ =▲ *■
結合法則
(■ +▲ )+● =■ +(▲ +● )
(■ *▲ )*● =■ *(▲ *● )
分配法則
（■ +▲）*● =■ *● +▲ *●
（■ -▲）*● =■ *● -▲ *●

除数：商（上 p. 41）

2 2

2 2

被除数：除数（上 p. 40）

2 2

2 2

被除数：商（上 p. 42）

2

2

2

2

被乗数：乗数

2

2

2

2

被乗数：積

2

2

2

2

乗数：積

2

2

2

2

7 3
6 8 5 0 0 0

4 7 6
2 4 0
2 0 4

3 6

下
p.33
〜 50

10時間

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

12  小数 ①単位の学習（小数の仕組み）

③数える学習（加減計算）

②比較の学習（*10，* 1
10）

小数のしくみ→しくみは整数とまったく同じ

［2.25 + 1.34］ ［3.46－ 2.14］

位置（位）が単位（大きさ）を表す 10倍と 1
10 （位置の移動）

・ これまで整数では単位を大きくする方向で考えてきたが，小数
では単位を小さくする方向で考えていく。
・ 整数で成立する内容は小数でも成立する。（記数法，加減乗除，
分配法則，交換法則，…）

・十進位取り記数法も整数と同じ。
・小数点は一の位を示す印。

・同じ単位どうしで計算する（計算できる）ことは整数と同じ。→計算の原理
・10のまとまりで「くり上がり」，「くり下がり」することも整数とまったく同じ。

225
134

359
3.593 0.5 0.09

3.59

3 1 0 2

一 1
10

1
100

1
1000

1
1 0.001
1 0.1 0.001

5　0 5　0 5　0 5　0
6　1 6　1 6　1 6　1
7　2 7　2 7　2 7　2
8　3 8　3 8　3 8　3
9　4 9　4 9　4 9　4

.

・有限小数
・無限小数（無理数）
・循環小数

《小数の種類》
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【数と計算】数

下
p.51
〜 53

2時間

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

13  そろばん ①単位の学習（位置で単位が決まる）
加法

減法

③数える学習（加法・減法）

そろばんにおける各位

下
p.78
〜 83

下
p.84
〜 97

2時間

10時間

数
①
単
位
の
学
習

15  計算のしかたを考えよう

16  小数のかけ算とわり算

①単位の学習（小数の乗除：単位のいくつ分で考える）

③数え方の学習（小数の乗除：筆算による計算処理）→整数とまったく同じ

②比較の学習（問題文から要素「1つ分の数」，「いくつ分の数」，「全部の数」の関係を理解する）

小数 *整数［1.2 * 3］

小数 *整数［2.6 * 3］

小数 /整数［38.4 / 12］ わり進める［7.3 / 5 = 1.46］ あまり

全部の数 =1つ分の数 *いくつ分 1つ分の数 =全部の数 /いくつ分 いくつ分 =全部の数 /1つ分の数

小数 /整数［5.4 / 3］

L単位を「dL」
単位に置き換え
て考える。
→ 整数に置き換
える。

L単位を「dL」
単位に置き換え
て考える。
→ 整数に置き換
える。

「0.1」を単位
としてその個数
で考える。
→ 整数に置き換
える。

「0.1」を単位
としてその個数
で考える。
→ 整数に置き換
える。

計算のきまりを
活用する。
→�整数に置き換
える。

計算のきまりを
活用する。
→�整数に置き換
える。

・3つの要素「全部の数」，「1つ分の数」，「いくつ分」の考え方は，整数のときとまったく同じ。4年上 p.101「 8  2けたでわるわり算」，p.105「  倍の計算」

* 3

* 3

1.8

1.8

3.6

3.6

3.6
36

1.8
18

わり進める

がい数

あまり

たしかめの式

2

7

.

.

6

8
3*

3

3
2
2

4
4
0

6

2

13.5 / 2 = 6あまり1.5
↓

2 * 6 + 1.5 = 13.5

/ 3

/ 3

数
②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習
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【数と計算】数

下
p.98
〜 99

1時間

 倍の計算 ⑶～小数倍～ ①単位の学習（基準量と倍）　②比較の学習（小数倍）

1より大きい小数倍

《4マス関係表》

・ 4マス関係表を活用する場合には，まず矢印の方向に何倍（*□）に当たるかを整理す
ることを基本にする。

・整理ができてから「1つ分の数」，「いくつ分（*□）」，「全部の数」を求めるようにする。

1より小さい小数倍
5年上 p.128
「倍の計算～小数倍～」

小数倍

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

2.5 0.8
0.8

1つ分の数 全部の数

1 いくつ分

*□

*□

基準量 比較量

1 割合

*□

*□

下
p.100
〜 113

9時間

17  分数 ①単位の学習（単位分数の意味）　②比較の学習（単位分数の大きさ比較）　③数える学習（単位分数のいくつ分を数える）
単位分数 分数の性質 等しい大きさの表現

等しい分数に限らず同じ大きさには
様々な表現があることを理解させる
ことが大切。

分数の学習においては，1単位が明確で加減計算ができる「量分数」（外延量）が多く取り扱われるが，適宜「割合分数」との関連を取り上げて理解させる必要がある。

単位分数が集まって「1」になると整数として考えることができる。

整数のくり上がり，くり下がりの考えと同じ。

・上記の 4つとも分数表現として正しい。

・ただし， 7
10 Lではない。

割合分数 割合分数 量分数 量分数

+ =

= =

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

1
2 = 0.5=半分 = 1 / 2 =

4
5

3
5 （1 2

5 ）7
5 2Lの 7

10 1Lの 7
5

7
5 L（=1 2

5 L）

加法

減法

真分数

仮分数

帯分数

分数 ±分数
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【数と計算】数

上
p.12
〜 19

1  小数と整数 ②比較の学習（10倍，100倍，…， 1
10 ，

1
100，…）

4時間

数
②
比
較
の
学
習

・十進位取り記数法は，数の位置によって単位の大きさが決まる。
　→的当ての構造によく似ている。

231

単位の仕組み

10倍，100倍，1000倍，…と小数点の位置の移動
1

10 ，
1

100，…と小数点の位置の移動

1

0
10

100
100 10 1

上
p.56
〜 73

偶数

奇数

倍数

公倍数

最小公倍数

約数

公約数

最大公約数

10時間

5  倍数と約数 ②比較の学習（偶数・奇数　倍数，約数）

偶数・奇数

倍数

約数

倍数・約数の活用

中学校 1年 「正負の数」：素因数分解
 196 = 22 * 72

第 5学年 「異分母分数の加法・減法」：通分
 「単位量あたりの大きさ」：一方の量をそろえる

第 6学年 「分数の乗法・除法」：約分
 「比」：簡単にする

公約数・最大公約数

公倍数 最小公倍数

倍数↔約数

数
②
比
較
の
学
習

中学校 2年 「連立方程式」：加減法
 　3x - 4y = -15 6x - 8y = -30
 　2x + 3y = 7 6x + 9y = 21
 17y = 51　y = 3

上
p.74
〜 75

1時間

数
②
比
較
の
学
習

素数
（p.168）

ふりかえろう  つなげよう ②比較の学習（整数をいろいろな見方で表現する）

「を」加法・減法・乗法 「が」乗法

素数

素因数分解の素地

p.168「ふかめよう」

「に」乗法 「の」乗法 「で」除法 「と」公倍数

「より」加法
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【数と計算】数

5.8 * 5 = 29

25.2 / 6 = 4.2

46.5 / 3 = 15.5

全部の数がわからない　（基準量）*（割合）=（比較量）
かけ算のときの図（具体的な量の図）累加的

わり算（等分除）のときの図（具体的な量の図）

わり算（包含除）のときの図（具体的な量の図）

1つ分の数がわからない　（比較量）/（割合）=（基準量）

いくつ分がわからない　（比較量）/（基準量）=（割合）

《整数 *小数》80 * 2.4

《小数 *小数》2.1* 2.3

筆算

［3.1*□］乗数＜ 1→積＜被乗数　乗数＞ 1→積＞被乗数 小数でも，整数のとき成り立った計算のきまりは成り立つ。

・ 計算のきまりや図で計算処理の意味を理解した後は，筆算で
形式的に処理することになる。
・ ただし，意味を問われた場合はいつでも説明できることが大
切である。

量（タイル）による考え方
最小単位□は 0.01

面積に当てはめる

小数 *整数の活用（4年既習） 整数 *整数の活用（計算のきまり）

0.1の個数（24個）で考える

《演算決定》
　立式の根拠は，数の種類（整数・小数）に関係なく，二量の関係によって決まる。「1つ分の数」と「いくつ分」から「全部の数」を求めるときに「*」の記号を使っ
てかけ算で表す。
　　1つ分の数 *いくつ分 =全部の数

筆算：小数点の位置に注意

筆算：小数点の位置に注意

10倍の長さの代金を 1
10にして考える

ことばの式：1mの値段 *長さ =代金 数直線 4マス関係表
立式
［80 * 2.4］

80 * 2.4 = 192

上
p.92
〜 93

上
p.94
〜 109

 図や表を使って問題を考えよう ②比較の学習（場面と図・式） まずは，思った通りの図を書かせる。
→倍（割合）の視点の図と比較する。

数
②
比
較
の
学
習

４年上
p.108
参照

６年
p.58
参照

5.8 5.8 5.8 5.8 5.8

5

29

4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2

6

25.2

15.5

3

46.5

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習筆算

9時間

7  小数のかけ算 ①単位の学習（0.1を単位にして考える）　②比較の学習（乗数と積と 1の大小関係）　③数える学習（計算のきまりを使って）

24 192

192

0 1 2.3

4.832.1

2.3

4.83

483

4.83

48.3

2.48 3.72

7.44
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【数と計算】数

上
p.110
〜 127

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

8  小数のわり算 ①単位の学習（0.1を単位にして考える）　②比較の学習（除数と商と 1の大小関係）　③数える学習（計算のきまりを使って）
《整数 /小数》360 / 1.8 ことばの式：代金 /ジュースの量 =1Lの値段 数直線 4マス関係表

立式
［360 / 1.8］

36 / 1.8 = 20

0.1の個数（18個）で考える

《小数 /小数》5.76 / 3.2

筆算

［19.2/□］除数＞ 1→商＜被除数　除数＜ 1→商＞被除数

わり進める

全部の数=1つ分の数*いくつ分 1つ分の数=全部の数/いくつ分 いくつ分=全部の数/1つ分の数

あまり

1より大きい小数倍 1より小さい小数倍 2.5倍の大きさ

・「何倍（割合）」を求める場合は「基準量」と「比較量」を正確に把握することが大切である。
・数の大きさではなく，二量の関係をどう考えるかで決まってくる。

0.1をもとに，その 10倍
小数/整数の活用（4年既習）

・ 計算のきまりや図で計算処理の意味を理解した後は，
筆算で形式的に処理することになる。
・ ただし，意味を問われた場合はいつでも説明できるこ
とが大切である。

量（タイル）による考え方
乗法との対比で記載したが
やや難しいと予想される。

整数/整数の活用（計算のきまり）
小数 /整数の活用（4年既習） 筆算：小数点の位置に注意

10倍の量とその値段をもとに考える 筆算：小数点の位置に注意

200

《演算決定》
　「全部の数」と「いくつ分」から「1つ分の数」を求めるときと 等分除：全部の数 /いくつ分 =1つ分の数
　「全部の数」と「1つ分の数」から「いくつ分」を求めるときに 包含除：全部の数 /1つ分の数 =いくつ分
　「/」の記号を使ってわり算で表す。

②比較の学習（問題文から要素「1つ分の数」，「いくつ分」，「全部の数」の関係を理解する）

12時間

わり進める

あまり

小数倍

1.8

1.8

1.85.76
5.76

3.2

3.2

3.2

3.2

16 24

10 200

200

上
p.128
〜 129

1時間

 倍の計算～小数倍～ ①単位の学習（基準量と倍）　②比較の学習（小数倍）数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

2.4

2.4

2.4

0.8

0.8

0.8

7

《4マス関係表》

・ 4マス関係表を活用する場合には，まず矢印の方向に何倍（*□）にあたるかを整理す
ることを基本にする。

・整理ができてから「1つ分の数」，「いくつ分（*□）」，「全部の数」を求めるようにする。

1つ分の数 全部の数

1 いくつ分

*□

*□

基準量 比較量

1 割合

*□

*□

0 1 2 3 3.2

5.761.8
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-　26　-

【数と計算】数

下
p.2
〜 19

下
p.20
〜 31

11時間

6時間

単位分数

約分

通分

商分数

分数倍

11  分数のたし算とひき算

12  分数と小数・整数

①単位の学習（単位分数）　②比較の学習（通分）

②比較の学習（商分数，分数倍による表現）

①単位の学習　③数える学習（分数の加法・減法）

②比較の学習（量分数，割合分数）

数
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
②
比
較
の
学
習

異分母分数の大きさ比較

約分

異分母分数のたし算

異分母分数のひき算

仮分数にして処理 整数と分数に分けて処理

※約分も通分も「大きさの等しい分数」の考えをもとに，単位分数の大きさを調整している。
　約分：できるだけ小さな分母の分数で表現する。
　通分：大きさの等しい単位分数で表現する。

・ 同じ単位どうしでしか計算できないという原則は分数でも同じである。分数での単位は，単
位分数となり，分母によって大きさが変わる。そのため通分により単位（単位分数・分母）
をそろえることにより計算処理ができるようになる。
・ 帯分数については，整数と分数の間にある演算記号「+」が省略されており，加法・減法で
は整数と分数のそれぞれで計算処理ができるが，乗法・除法の場合は分配法則が適用される
ため，計算が複雑になる。そのため，仮分数になおして計算処理することが一般的である。

・分数の計算は通分をして，同分母にしてしまえば，第 4学年で学習した内容と同じになる。
・分数の学習においては，適宜「量分数」（外延量）と「割合分数」（内包量）との関連を取り上げて理解させる必要がある。

・ 整数部分と分数部分を分けて計算するのは「単位」が違
うからである。

・ 異分母分数の通分をする必要があることも，単位が違う
からである。

・ 計算の学習は，単位をそろえて，その単位がいくつある
かを数える学習ということができる。

・上記の 2つとも分数表現として正しい。

・ただし 5
12 L ではない。

1 1
2 =1+ 1

2 1 2
3 =1+ 2

3 1 1
2 +1 2

3 =1+ 1
2 +1+ 2

3

通分

3

2

3

7

1

4

4 2
3

5 11

5 4

4 2
3

11 15 11

++

+ +1
3

2
6

1
2

3
6

割合分数

2L の L=

量分数
5

12
5
6

わり切れない

倍関係（問題）

分数→小数（整数） 小数（整数）→分数 整数，小数，分数の大小比較

分数倍：白が基準量

2 / 3 = 0.666…

分数による表現

2 / 3 = 2
3

2L の 1
3 は

2
3 L

2
3

赤：白 青：白

赤は白の

4 / 3 = 4
3（倍）

青は白の

2 / 3 = 2
3（倍）

1
1

1
3

1
3

2
5

 = 2 / 5

 = 0.4

147

147
147
100
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-　27　-

【数と計算】数

p.30
〜 43

2  文字と式 ②比較の学習（関係を捉え，文字を使って立式する）

②比較の学習（式を読む）

8時間

数量を表す式

・式を読み取ることができれば，言葉の説明がなくても考え方を伝えることができる。

・ これまで□であったものが，文字に変わるだけでも飛躍と感じ
る場合がある。そのため□ =（文字）を扱うときには，急がず
丁寧に進めることが肝要である。

《計算順序の原則》
　・左から計算する。
　・（　）の中を先に計算する。
　・加減計算よりも乗除計算を先行する。

《文字の一般的な働き》
　・任意の数を表す x * 6
　・変量を表す x * 6 = y
　・未知の定数を表す x + 6 = 480

《文字を用いることのよさ》
・表した結果が一般性をもつ。
・筋道がはっきりして，考えを進めるのに便利。
・抽象的な事柄を具象化し，関係を具体化させる。
・形式の普遍化，概念の確立がしやすい。

関係を表す式　x：変数 関係を表す式　x：未知数

x

a

y

数量

変数

未知数

数
②
比
較
の
学
習

a * 3 50 * 2

10 * 5 +（10 -x）* 7 x * 5 +（10 -x）* 1210 * 12 - x * 7

2
3

3

6
9

p.44
〜 57

3  分数と整数のかけ算とわり算 ①単位の学習（単位分数をもとにして考える）　③数える学習（単位分数のいくつ分を数える）

8時間

分数 *整数

分数 /整数

図①

・分数の計算は，単位分数を捉えることが重要になる。
・「分数 *整数」も「分数 /整数」も計算の結果は単位分数のいくつ分に当たるかを考えている。
・「分数 /整数」を図を使って考える場合には，縦に分割するところがポイントになるが，横に分けても解決はできる。

・縦に分割しても，横に分割（下図①）しても「1」を 15等分しており， 1
15 が単位分数となる。

・単位分数で分けていき，余った単位分数をさらに等分する（下図②）考え方もできる。

帯分数 *整数

帯分数 /整数

分けて計算

分けて計算

仮分数にして計算

仮分数にして計算

面積図

面積図 分数の性質を利用

1
5 の（4 * 3）個分

分数 *整数

分数 /整数

xの活用

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

/ 3

9

9

3

5
5

3

28
5

4

4 5
5

3

8
5

8
5

8
12

1
12

3
4

4
15

4
15

4
5

図②

4
5

4
15
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【数と計算】数

p.58
〜 59

 図や表を使って問題を考えよう ②比較の学習（分数の場合　場面と図・式）数
②
比
較
の
学
習

4年上
p.108
参照

5年上
p.92
参照

全部の数がわからない　（基準量）*（割合）=（比較量）

1つ分の数がわからない　（比較量）/（割合）=（基準量）

いくつ分がわからない　（比較量）/（基準量）=（割合）

まずは，思った通りの図をかかせる。
→倍（割合）の視点の図と比較する。

かけ算のときの図（具体的な量の図）累加的

4

2
3

2
3

2
32

3
2
3

2

わり算（等分除）のときの図（具体的な量の図）

3

3
5

9
5

3
5

3
5

わり算（包含除）のときの図（具体的な量の図）
11

4
7

1m

2
7

4  分数 *分数

5  分数 /分数

①単位の学習（単位分数をもとにして考える）　③数える学習（単位分数のいくつ分を数える）

①単位の学習（単位分数をもとにして考える）　③数える学習（単位分数のいくつ分を数える）

10時間

7時間

分数 *分数

分数 /分数

p.60
〜 73

p.74
〜 85

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

分数 *分数

分数 /分数

［24 / 1 4
5 ］除数＞ 1→商＜被除数 ［24 / 3

5 ］除数＜ 1→商＞被除数

分数での被乗数・乗数・積の大小関係 まとめて計算・途中約分 分数でも計算のきまりは成り立つ 逆数

《横に分割する考え方》

《横に分割する考え方》

《単位分数を分けていき，あまりを等分する考え方》

《単位分数で分けていき，あまりを等分する考え方》

《分数表現の種類》1
3 を例に分数の種類について整理する。

　①分割分数：「ある対象」を 3等分割したうちの 1つ分を表す。
　②操作分数：1

3 をとる操作を表す。
　③割合分数：割合の分数による表現。……プールの水の 1

3
　④量分数：量の分数表現。…………………プールの水 1

3Ｌ
　⑤商分数：（整数）/（整数）の商を表す。
　⑥有理数としての分数：数直線上の位置の表現として用いる分数。

分数 ×整数，分数 ÷整数を利用面積図

面積図

4
5 を 3等分したうちの 2つ分

2
5 を 3等分したうちの 4つ分

8
15

/ 3

/ 38
15

4
5

4
5

2
5

* 2

* 4

2つの数の積が1になるとき，
一方の数を，もう一方の数の
逆数といいます。

計算のきまりを利用

8
15 2

5

13 1
3 40

8
15

12 1
2

12 1
2

4

4

8
15
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【数と計算】数

分数 +小数 整数 *分数 /小数

5時間

8  小数と分数の計算 ②比較の学習（数表現をそろえる）p.117
〜 123

数
②
比
較
の
学
習

計算のポイント
①数表現をそろえる。
②単位をそろえる。5

10

0.4 0.4 0.9

1
2

1
2

9
10

1

1

1

14

14

14

10

10

5
6

ふりかえろう  つなげよう（発展：中学校） ①単位の学習（単位をもとにして考える）　③数える学習（単位のいくつ分を数える）p.124
〜 125

数
①
単
位
の
学
習

③
数
え
る
学
習

計算過程を数直線上に表現する

15mは 18mの何倍ですか。（比較量 /基準量 =割合）

30mの 7
5 倍は何mですか。（基準量*割合=比較量）

42mが 7
6 倍にあたるのは何mですか。（比較量 /割合 =基準量）

単位は「1」

単位は「3」

単位は「5」

図では最小公倍数の
15目盛りを活用

単位は「1
5」

単位は「1
3」

単位は「1」

単位は「1」

単位は「1」

1時間

p.126
〜 127

数
②
比
較
の
学
習

 倍の計算～分数倍～ ②比較の学習（分数倍）

5
6

7
530 42

42

42

36

7
6

7
6
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1 　算数で見つけた見方・考え方

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【数と計算】数

p.4
〜 6 1つ分を作ると…

1  単位の学習（単位で分解する：相対的な見方）記数法

数を相対的に見る

1000 100 10 5 1 8

1 0.1 0.01 5 0.001 8

1 1
8

8
2929

8

数
①
単
位
の
学
習

p.7
〜 9 まとめてみると…

5  単位の学習（かけ算の意味：1つ分の数 *いくつ分 =全部の数→単位のいくつ分）

9 * 5 = 45

数
①
単
位
の
学
習

p.10
〜 11 別の表し方にすると…

1  比較の学習（順序数：図に表して場面を理解する）順序数 数
②
比
較
の
学
習

○  14人の子どもが 1列に並んでいます。 
あかりさんは前から6番目にいます。後ろに何人いますか。

答え　後ろに 8人いる

p.12
〜 13 そろえてみると…

1  単位の学習（整数・小数の筆算：位を揃える =単位を揃える）筆算 数
①
単
位
の
学
習

3 1 5 2
+ + - -

3 1 4 2

2 3 1 4
4 2 2 0
7 5 8

.

.

. 3

5 4 3 1
6 5 8 6
1 9 4 4

0 0
6 7 5 5
6 7 5 5

.

.

.

2  単位の学習（小数と分数の比較：表現を揃える =単位を揃える）小数

分数

数
①
単
位
の
学
習

5

0.71

＜ ＜

7 7
10

49
70

50
70

p.14
〜 15 分けてみると…

1  単位の学習（整数・小数の筆算：位を揃える =単位を揃える）筆算 数
①
単
位
の
学
習 80

480
504

504

24

40

40 10

2
12

12

4

80→ 10が 8こ
84

4→ 1が 4こ

40→ 10が 4こ
48

8→ 1が 8こ



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変
第 6学年　中学校へのかけ橋

1 　算数で見つけた見方・考え方

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【数と計算】数

1  比較の学習（計算のきまり：交換法則，結合法則，分配法則）

2  比較の学習（わり算のきまり）

p.19
〜 21

交換法則

結合法則

分配法則

わり算の
きまり

きまりはあるのかな

・整数，小数，分数どの数表現でも計算のきまりは成り立つ。

8 8 4 4
326

5 55 5
1 1

数
②
比
較
の
学
習

数
②
比
較
の
学
習

p.22
〜 23 同じようにできないかな

1  単位の学習（小数の乗法の筆算→整数の乗法の筆算を利用する　位を揃える =単位を揃える　計算のきまり）小数の
乗法の
筆算 100

10

1
1000

数
①
単
位
の
学
習

2  数える学習（計算のきまり）小数 ×整数
小数 ×小数
小数 ÷整数
小数 ÷小数
分数 ×整数
分数 ×分数
分数 ÷整数
分数 ÷分数

= 82 * 109 * 1
1000 = 8.938

= 312 / 65 * 1
100 * 10 = 0.48

= 2
7 * ( 1

4 * 4 ) / 4 = 2
7 / 4 = 2 * 4

7 * 4 / 4 = 2 * 4 / 4
7 * 4 = 2

7 * 4 = 1
14

= ( 3
12 * 3

2 ) / ( 2
3 * 3

2 ) = 3
12 * 3

2 / 1 = 3 * 3
12 * 2 = 9

24 = 3
8

数
③
数
え
る
学
習

算数で見つけた見方・考え方

　①　1つ分を作ると…

　②　まとめてみると…

　③　別の表し方にすると…

　④　そろえてみると…

　⑤　分けてみると…

　⑥　数や形などを変えてみると…

　⑦　きまりはあるのかな

　⑧　同じようにできないかな

　⑨　どうしてそうなるのかな

5  比較の学習（作問：条件を考える）作問 全体：x　20 * 3 = x　x = 60 g

1

x

20 3

1

60

20 x

1

60

x 3

1つ分：x　60 / 3 = x　x = 20 g

いくつ分：x　60 / 20 = x　x = 3 m

数
②
比
較
の
学
習

p.16
〜 18 数や形などを変えてみると…
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頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

第 6学年　中学校へのかけ橋【数と計算】数

p.26
〜 29

p.30
〜 33

①【0より小さい数】

②【文字を使った式】

③数える学習（負の数）

②比較の学習（文字式，方程式）

-

マイナス

正の数

負の数

文字式

x

x

数
③
数
え
る
学
習

3
3

2

半分

数
②
比
較
の
学
習
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図形
上

上

上

上

上

本冊

下

下

下

下

下

算数で見つけた見方・考え方

中学校へのかけ橋

第 1学年

第 4学年

第 2学年

第 5学年

第 3学年

第 6学年
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【図形】図

9  かたちあそび ①異同弁別の学習（感覚→構成要素）

②作図の学習（平面図形の素地）

・ 形を抽象化していく過程で，色や材質を捨象したり，少しのいびつさなどを理想化
していることを理解させる。

【直感の重視】
・形を仲間分けしたり作図をする場合には，まず直感で外観を捉えることが先である。
・「形を大きく捉える視点」と，「細かく構成要素を捉える視点」という二つの視点をバランスよく身につけることが重要である。
・形をかく活動においては，写し取る作業と併せてフリーハンドで形をかくような直感を生かした活動にも取り組む必要がある。

形を感覚で捉える

実際に触れて特徴に
気づかせる

視点（形）をもって仲間分けをする
仲間の形を抽象化・
理想化して統合す
る

構成要素に目を向けることを意
識する

立体とそれを構成している平面図形の比較を通して，様々な角度から観察する視点をもたせる。
・ 立体を構成している面の形に目を向ける。
・直線の感覚をつかむ。
・長さの感覚をつかむ。
・角の曲がり方の感覚をつかむ。
・同じ形を見つける。
・同じ長さを見つける。
・同じ角度を見つける。

遊びを通して感覚を豊かにする

立体の構成要素を平面に写し取る・かく

形の仲間分け 形の抽象化

下
p.2
〜 5

かたち

5時間

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

4時間

①異同弁別の学習（意図的に見る・見ない）　　②作図の学習（簡単な作図）

【見えない線を見抜く】学習

【形を動的に見る】

【見える線を見ない】学習

※子ども自身にどんな見方をしたのかを自覚させることが重要：「皆さんは，見えない線が見えたんですね」，「皆さんは見える線を見なかったんですね」
　→指導者が意図的に声かけをすることで，子どもの自覚を促す。

・ 指導者が掲示してある図形を動かす場合には，その動きが見えるように操作することが肝要である。 
図形を取り外して，結果を貼り付ける見せ方では図形を動的に見る習慣が身につかない。

す－……… ずらす ……… 平行移動
くるり…… まわす ……… 回転移動
ぱたん…… 裏返す ……… 対称移動

・ 形を組み合わせる活動のときに，手が止まっている児童には， 
「ずらす」，「まわす」，「裏返す」操作を意識させる。

《動きが見えない》 《動きが見えるように提示する》

取って ずらす

ずらす

まわす

貼る

に繋がる

念頭操作

14  かたちを  つくろう

形遊び 同じ形を作る 面で形を捉える 線で形を捉える 点で形を捉える

【直感の重視】
・形を仲間分けしたり，形をかく場合には，まず直感で外観を捉えることから始まる。
・「大きく形を捉える視点」と「細かく構成要素を捉える視点」をバランスよく身につけることが重要となる。
・形をかく活動においては，フリーハンドで形をかくような直感を生かした取組からスタートする。

①異同弁別の学習（形づくり：面・線・点） ②作図の学習（点を見つけて線を引く）

・二つの点が決まると直線を引くことができる。
・ 三角形や平行四辺形を作図する場合は，線を
見つけるのではなく，実は「頂点」を見つけ
て線分で結び，形を作図している。
・ 中学校での垂直二等分線や角の二等分線も，
作図する直線上にある二点を見つけることが
できれば解決することができる。

下
p.42
〜 45

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習
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【図形】図

上
p.64
〜 78

ものさし

直線

6  長さ ⑴

8時間

②作図の学習（直線を引く）

直線の引き方

・直線は 2つの点で決定する。
・点を見つけて線を引く意識づけが大切。

［方眼の利用］
直線を作図する場合
・ 直線上の 2点を見つけることができれば
直線を作図できる。

どれか 2点が
見つかれば
作図ができる。

図
②
作
図
の
学
習

上
p.134
～ 149

10時間

11  三角形と  四角形
①異同弁別の学習（仲間分け：三角形・四角形・長方形・正方形・直角三角形）

①異同弁別の学習（構成要素：辺，頂点，直角）

②作図の学習（作図の基礎）
①異同弁別の学習 (見える線を見ない・見えない線を見る）

直線

へん

ちょう点

直角

三角形

四角形

長方形

正方形

直角三角形

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

形の理想化・単純化 仲間分け 仲間分けと定義

・見える線を見ない。
・見えない線を見る。 ・図形が見えてくる。

・見方に慣れてきたら念頭操作を重視し，その後確かめる。

掲示用の図形を操作するときの留意点
・操作（動き）が見えるように動かす。
・ 図形を黒板から取り上げて見せることも一つの方法であるが，黒板
に貼り付けたままスライドさせたりしながら動きを見せることも有
効な方法である。

※ 特殊な形は，もとの形の特徴にすべて通じて
いる。（集合）

（例） 正方形は長方形の特徴をすべてもっている。
→長方形（の仲間）である。

多角形∋三角形∋直角三角形 多角形∋四角形∋長方形∋正方形
多角形

直角のかどがある三角形を，
直角三角形といいます。

3本の直線でかこまれた形を，
三角形といいます。

直角三角形（三角形の特殊な形）

三角形

4つのかどがすべて直角で，
4つの辺の長さがすべて同じになっている
四角形を，正方形といいます。

4つのかどがすべて直角になっている
四角形を，長方形といいます。

4本の直線でかこまれた形を，
四角形といいます。

正方形（長方形の特殊な形・長方形の仲間）

長方形（四角形の特殊な形）

四角形

ずらす：平行移動
まわす：回転移動
裏返す：対称移動　のときなどは特に有効

その他の操作場面（例）

・できた模様を多様に見て，様々な形を見いだす。
・見える線を見ない。→大きな形を見抜く。
・合同な形，拡大・縮小の関係を見抜く。
・同じ大きさの角（かど）や 2倍，3倍の角（かど）を見抜く。

・同じ長さの辺や 2倍，3倍，…の長さの辺を見抜く。
・平行移動，回転移動，対称移動の見方をする。
・平行や垂直などの位置関係にも視点を当てる。
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【図形】図

下
p.101
～ 109

5時間

21  はこの  形

①異同弁別の学習（面に着目する）　②作図の学習（形の観察面を写し取る，展開図の作成）

①異同弁別の学習（直方体，立方体の区別）

①異同弁別の学習（辺，頂点に着目する）

具体的立体

直方体

ティッシュ

［面］

［辺，頂点］

さいころ

落ちがないように観察する 形を観察し
枚数を確認する

・展開図は第 4学年で詳しく学習する。
・展開図のイメージを柔軟にするためにもいくつかの展開図を紹介する。
・実際の箱はコンピュータで複雑に作られているものも多い。

第 1学年では，はこの形を直感的に捉えて仲間分けをしているため，
直方体と立方体の区別がうまくできていないことが考えられる。

↓
第 2学年では構成要素に着目して相違点と類似点を整理する。

ひご，割りばし，粘土，輪ゴムなど，整っていないもの
を利用することで，いびつな部分が生じるが，

↓
調整したり，いびつな部分を理想化して見たりする工夫
に繋がる。

形，長さを観察し
位置を判断する

面の数：6
辺の数：4 * 3 = 12

面の数：6
辺の数：4 * 6 = 24

面の数：6
辺の数：4 * 6 - 5 = 19

（5：重なり）

位置の判断や辺の接続に
注意して完成をイメージ
する

イメージと比較したり
面や辺の位置や接続を
観察する

面を写し取る 色や模様は捨象する 展開図 模様をかく 立体図形の完成
面

へん

ちょう点

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習
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【図形】図

上
p.102
〜 117

7時間

7  円と球 ①異同弁別の学習　円：平面上の定点から等距離にある点の集まり
　　　　　　　　　球：空間上にある定点から等距離にある点の集まり（その内側）

②作図の学習（コンパスの活用）
　円の特徴の理解を深める作図学習の流れ

円

球

中心

半径

直径

・円の学習では「中心」を見つける習慣を身につける。
・作図を通して，中心からの距離が一定であることを理解する。
・中心を固定して回しても見え方は同じ。
・円を利用した模様においても中心を捉える。
・模様作りを通して円と他の図形との関連を確認する。
・ コンパスは，円を作図する道具のように思われがちだが，長さを
比較する道具でもある。（海図）

中心，半径，直径

物差しで点を打つ 厚紙に穴を開けて 紐を使って コンパスを使って

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

円の中心を見つける→円全体のイメージ

曲がった線を直線にうつす

下
p.52
〜 69

12時間

二等辺三角形

正三角形

直角 
二等辺三角形

角

角の大きさ

ちょう点

辺

13  三角形と角 ①異同弁別の学習（二等辺三角形，正三角形，直角二等辺三角形）

②作図の学習（コンパスの活用）

②作図の学習（線対称，角の二等分線の素地） ①異同弁別の学習

ストローで三角形をつくる

長さの等しい二辺の作図

構成要素 「角の大きさ」と「辺の長さ」 敷き詰め：多様な見方

方法の記述：円を活用した二等辺三角形の作図

仲間分け

・二等辺三角形の特殊な形：正三角形，直角二等辺三角形
・直角三角形の特殊な形：直角ニ等辺三角形
・特殊な形はもとの形の方法で作図できる。
・特殊な形は，もとの形の特徴にすべて通じている。

「一つひとつ・少しずつ・順序よく」
・作業手順はスモールステップでかくとわかりやすい。
・ 始めから終わりまで作業が繋がっていることを意識する。（中学での証明）
・つなぎ言葉等を活用してもよい。「まず」，「次に」，「そして」，…。

「自分の考え」，「自分の言葉」
・ まずは，子どもの考えた通りに表現させる。 
その後，他者の表現や模範となる表現と比較して修正させることが大切。 
始めから間違えないように指示していると，指示がないと表現できなくなる。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

二等辺三角形 直角二等辺三角形

直角三角形（2年）正三角形

「角の大きさ」は
「辺の長さ」には
関係しない。

合同，相似，対称，移動の見方

辺の長さに視点を当てる



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 4学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

-　38　-

【図形】図

上
p.46
〜 61

4  角 ①異同弁別の学習（角の大きさ）

①異同弁別の学習（角の大きさの測定） ②作図の学習（角のかき方）

8時間

角の大きさ比較

［角］
① 1つの点から出ている 2直線が作る形。
②  1つの直線が端の点を中心として回転してできる形。 
（回転角：図形）
③  1つの点から出ている 2直線が作る開きぐあいの大き
さ。（角度：量）

［角の作図］
・ 角を作図するときは，角をつくる直線上に
ある一点が見つかればよい。作図は，必要
な点を見つけて線分で結ぶ作業である。
・ 角をつくる直線上のある一点を見つけるた
めの道具が分度器であることを理解させる。

角の大きさの単位「1°」（普遍単位） 角度の計算（量の保存性）

三角定規の活用（角の組み合わせ）

間接比較（紙に写す） 任意単位比較

角

回転

1直角
2直角
3直角
4直角

分度器

°（度）

角度

三角定規

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

30 210 210150

上
p.112
〜 137

15時間

垂直

平行

台形

平行四辺形

ひし形

対角線

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

9  垂直・平行と四角形 ①異同弁別の学習　②作図の学習（垂直・平行）

①異同弁別の学習（四角形の仲間分け）

垂直な位置関係を見抜く 垂直な二直線の作図

平行四辺形の作図

平行な二直線の作図平行な位置関係を見抜く
三角定規 コンパス 分度器

四角形の仲間分け

三角形の（角の）変化と形の関係

敷き詰め　図形の多様な見方の素地

∠㋑ = 60 ° ∠㋑ = 90 ° ∠㋑ = 120 °

特殊な形は，もとの形の特徴にすべて通じている。

・図形を動的に見る。
・ 変化させる要素と変化させない
要素を明確に捉える。
・変化させながら特徴を見いだす。
・他の図形が見えたら確認する。
・ひし形の場合は正方形が見える。

〈意図的に〉
・見える線を見ない。
・見えない線を見る。

・合同な形，拡大・縮小の形を見つける。
・同じ大きさの角や 2倍，3倍，…の大きさの角を見つける。
・同じ長さの辺や 2倍，3倍，…の長さの辺を見つける。
・垂直や平行の位置関係を見つける。等

1辺の長さが 5 cmのひし形を，
右の図のようにしてかきましょう。

中学校での作図

中学校における作図の学習
ではコンパスを多用するた
め，小学校で十分練習して
おくことが重要である。

60° 90°

5cm
A

D

B

C

120°
A

D

B

C

5cm
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【図形】図

位置はある
量はない

=

量 0がある

長さはある
広さはない

=

広さ 0がある

広さはある
高さはない

=

高さ 0がある

高さはある
空間の広がり

点の世界 線の世界 平面の世界 立体の世界

下
p.54
〜 73

下
p.74
〜 75

11時間

1時間

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

面積

平方

1cm2

1m2

1km2

1a

1ha

公式

たて ×横

1辺 ×1辺

14  面積

ふりかえろう  つなげよう

①異同弁別の学習（直接・間接・任意単位・普遍単位）【測定領域の内容が含まれる】

①異同弁別の学習（比較しやすい形に置き換える）

①異同弁別の学習（複合図形→単位面積を数えやすい形に変形する）

①異同弁別の学習（面積の単位の関係）

《点，線，平面，立体》

直接比較 間接比較・任意単位比較

量の保存性が前提条件

1辺の長さと面積の関係

面積の比較 直観で判断できるものは難しい比較をする
必要はない。

単位の必要性

Bと Cは単位面積が違うため比較できない

普遍単位（1 cm 2）比較　　　B＞ C
・ A「数と計算」領域でも 
B「図形」領域でも 
C「測定」領域でも 
C「変化と関係」でも 
D「データの活用」でも 
比較をする場合は同じ単位（基準，条件）が
必要になる。（揃える条件・比較する条件）

A・B

B・C

A＞ B（単位面積：9cm2） A＞ C（単位面積：4cm2）
A・C

B・C

・ 単位面積を数えることができれば答えに
たどり着くことができる。

・点，線，平面，立体の世界はそもそも別の世界である。→（例）平面には高さがないため，平面を重ねても高さは生まれない。
・別の世界であるため，お互いの世界を見ることはできない。
・それぞれの世界を繋げるために，長さや広さが「ない」という考えを「0がある」と考えて，無限に 0に近い量で繋げている。

・手際よく数える方法を考える。
　→長方形に見直す。
　→長方形の公式の利用。

・ 第 5学年の平行四辺形，三角形の求積
に繋がる。

間接比較・普遍単位比較 単位面積を数える 面積の求積公式

このときで既に等積変形が
必要になる。

の個数の個数

無
限
に
長
さ
0
に
近
い
線

無
限
に
広
さ
0
に
近
い
平
面

無
限
に
高
さ
0
に
近
い
立
体

四
次
元
の
世
界

27 27 27 2 * 2 * 5 = 20 6 * 6 - 2 * 2 * 4 = 20 6 * 6 - 4 * 4 = 20
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【図形】図

下
p.114
〜 131

11時間

18  直方体と立方体 ①異同弁別の学習（直方体，立方体）

①異同弁別の学習（展開図）

②作図の学習（見取図）

②作図の学習（展開図）　①異同弁別の学習（展開図）

①異同弁別の学習（構成要素の位置関係） ①異同弁別の学習（座標平面・空間）

形による（直感的な）仲間分け 立方体：直方体の特殊な形 小学校：直角柱を取り扱う

面の形とその
数に視点をあ
てる

多角柱（5年）

四角柱
直方体

直方体

立方体

平面

展開図

垂直

平行

見取図

高さ

位置

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

立方体

面と面

辺と辺

辺と面

全 11種類

※ 構成要素（頂点・辺・面）の形・大きさ・位置の学習は，異同弁別に必要な視点である。
　 図形の学習では実際に形に触れたり，作図したりする数学的活動（体験）を重視する必要がある。手元に
具体物がなければ（平面・空間）概念は形成されない。

　 限られた時間の中で，計画的に数学的活動に取り組むことが重要である。

《記号の付け方》
・ 図形の頂点に便宜上記号を付ける場合は，一般的に左回り（時計と反対回り）に記載していく。また，記号を使って特定の辺を表現する
ときは，「左から右」，「上から下」に記載するのが一般的である。面の場合は左回りに表現する。 
但し，対応する辺や面の場合は，対応する順に記載する。

長方形か正方形
をかく。

長方形か正方形
をかく。

縮小した形をず
らしてかく。

各頂点を直線で
結ぶ。

同じ形をずらし
てかく。

各頂点を直線で
結ぶ。

見取図の別のかき方
（苦手な子どもへの対応用）

遠近法への応用
図画等にも応用できる
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【図形】図

上
p.20
〜 35

合同

対応

2  合同な図形 ①異同弁別の学習（対応する頂点・辺・角）

②作図の学習（合同な三角形のかき方）

9時間

仲間探し

敷き詰め

・ 異同弁別（仲間分け）する場合は，特定の視点を持って比較をするが，取り上げる視点以外の要素は無視する
ことになる。
・ 複数の視点で異同弁別する場合は，1つ目の視点で比較した後に 2つ目の視点で比較していくように，一つひ
とつ処理する習慣をつけることが重要である。

・ 作図の学習は「合同な三角形の作図」が基本となる。どんな多角形でも対角線等で三角形に分割して見直すことができれば，合同な三角形の作図方法を活用して
合同な多角形を作図することができる。
・ 作図の際に重視することは，「頂点」を見つけることに対する意識である。図形は直線（線分）で囲まれた形なため，直線を見つけて作図しているように誤解さ
れがちである。実際は，必要な頂点を見つけて，頂点どうしを直線（線分）で結んで作図している。
・中学，高校においては，定規とコンパスだけで作図することが基本となるため，コンパスの使い方には慣れさせておくことが大切である。
・中学，高校においては，二つの線分の長さや角の大きさが等しいことの説明に，三角形の合同条件（かき方）を使う（推論の道具）。

・敷き詰めの模様を丁寧に観察することで，「合同」，「相似」，「対称」，「移動」などの見方を培う。

・ 見える線を見ないことで，合同な形や等しい大きさの角，等しい長さの辺，相似の関係などが見え
てくることを理解させる。見える線を見ていないことを意識させることが大切。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

裏返す（対称移動）回す（回転移動）ずらす（平行移動） 合同な図形（ぴったり重なる）

上
p.132
〜 144

7時間

三角定規の角度や図形の性質，補助線（見えない線）を
引く等を活用していろいろな方向から図形を見直す。

《多角形の内角の和→見えない線を見る》
　多角形の内角の和を測定しないで求めるには，多角形の中に実際にはない対角線を見抜いて三角形に分ける念頭操作をする必要がある。
　無意識に三角形に分けていることが考えられるが，図形領域の見方・考え方を育成するためにも意識化することが大切である。「見えない対角線を見抜いたんですね」
等の声かけを通して意識化させ，様々な図形に対して意図的にその見方をすることができるようにすることが大切である。

切り合わせ 三角形の内角の和を活用 三角形の内角の和を活用

角の計算

敷き詰め

折り合わせ

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習三角形の

3つの角
の大きさ
の和は
180°

多角形

対角線

三角定規
の角度

9  図形の角 ①異同弁別の学習（三角形の内角の和：180°）　②作図の学習（多角形を三角形に分割する）

（180° - 90°）/2 = 45°

180° - 45°- 30° = 105°
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【図形】図

14  図形の面積 ①異同弁別の学習（単位正方形の個数を数える→斜辺の処理）　②作図の学習（変形による求積）下
p.46
〜 69

13時間

底辺

高さ

上底

下底

対角線

・ 第 5学年の面積の学習は，単位正方形が敷き詰められない斜辺の部分を敷き詰められるような形に置き換えて処理する内容となっている。 
そのため，安易に長方形を取り上げたり，公式表現を急いでしまうと何を解決できたかが曖昧になる。

・ 面積は単位正方形の個数で表現される。求積公式で扱う数は長さを指しているように思われがちであるが，実はその辺の長さに並ぶ単位正方形の個数を意味してい
る。求積公式で使われる「底辺」，「高さ」が長さを表すと誤解しないように，常に単位正方形の個数を意識させる必要がある。

《学習の流れ》
平行四辺形の求積

平行四辺形 三角形

底辺と高さの位置 高さと面積の関係

ひし形 底辺と高さが等しければ，面積は等しい台形

課題の焦点化 見通し (課題の消去） 解決

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

面積を求めなさい。 斜辺のところに単位面積
を敷き詰められないから
難しい。

斜辺のところに単位面積
を敷き詰めらることがで
きれば求められる。

単位正方形が敷き詰められる形に置き換える。（長方形でなくてもよい）

位置はある
量はない

=

量 0がある

長さはある
広さはない

=

広さ 0がある

広さはある
高さはない

=

高さ 0がある

高さはある
空間の広がり

点の世界 線の世界 平面の世界 立体の世界《点，線，平面，立体》
・ 点，線，平面，立体の世界はそもそも別の世界である。 
→（例） 平面には高さがないため，平面を重ねても高さは生ま

れない。
・ それぞれの世界を繋げるために，長さや広さが「ない」という
考えを「0がある」と考えて，無限に 0に近い量で繋げている。

無
限
に
長
さ
0
に
近
い
線

無
限
に
広
さ
0
に
近
い
平
面

無
限
に
高
さ
0
に
近
い
立
体

四
次
元
の
世
界

底辺が一定のとき，高さと面積は比例する。

数える 長方形 長方形

下
p.70
〜 71

下
p.72
〜 87

1時間

9時間

中央線

正多角形

円周

曲線

円周率

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

ふりかえろう  つなげよう ①異同弁別の学習（公式の共通点を捉える（高さ）*（中央線））

公式を見直すと共通点が見えてくる

正多角形：辺の長さも角の大きさもすべて等しい

内角の活用

正多角形の特徴 円周の長さを実測する 円周と直径の関係

・円周は曲線のため，実測値が必要になる。

中心角と半径の活用 円の活用

辺の長さが等しい八角形
角の大きさが
等しい八角形

辺の長さも角の大き
さも等しい八角形

長方形，正方形，平行四辺形，ひし形は台形の特殊な形と
見ることができるため，求積公式についても当てはまる。
三角形についても上底「0」と考えることができる。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

15  正多角形と円 ①異同弁別の学習（正多角形の意味）

②作図の学習（正多角形の作図）

・正多角形はすべて線対称な図形である。
・正 n角形の対称の軸は n本である。
・正偶数角形は点対称でもある。
・ 中心と各頂点を結ぶ直線で分けると， 
合同な二等辺三角形で構成されている。
・角の二等分線は一点（中心）で交わる。
・辺の数が同じ正多角形どうしは互いに相似である。
・正∞角形は円に近づく。
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【図形】図

体積

立方

1cm3

1m3

内のり

深さ

容積

直接比較

体積と水のかさの関係 長さ，面積，体積，かさの関係

蒸留水：1mL＝ 1cc ＝ 1g
・ 気温によって若干の変化があるが
一般的に認められている。

間接比較・普遍単位比較（1cm3） 単位体積を数える 体積の求積公式 容積

下
p.90
〜 105

8時間

16  体積 ①異同弁別の学習（体積の意味と求め方）

①異同弁別の学習（複合図形→単位体積を数えやすい形に変形する）

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

高さと体積の関係

底面積が一定のとき，高さと体積は比例する。

《点，線，平面，立体》
・ 点，線，平面，立体の世界はそもそも別の世界である。
→（例） 平面には高さがないため，平面を重ねても高さは生まれない。

・ それぞれの世界を繋げるために，長さや広さが「ない」という考えを「0がある」と考えて，無限に 0に近い量で繋げている。

位置はある
量はない

=

量 0がある

長さはある
広さはない

=

広さ 0がある

広さはある
高さはない

=

高さ 0がある

高さはある
空間の広がり

点の世界 線の世界 平面の世界 立体の世界
無
限
に
長
さ
0
に
近
い
線

無
限
に
広
さ
0
に
近
い
平
面

無
限
に
高
さ
0
に
近
い
立
体

四
次
元
の
世
界

下
p.106
〜 107

1時間

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

ふりかえろう  つなげよう ①異同弁別の学習（四隅を切り取る正方形の 1辺の長さと容積との関係）

四隅を切り取る正方形の１辺の長さの変化と，容積の変化を捉える

（12 - 3 * 2）*（20 - 3 * 2）* 3 = 252 252cm3

192cm3

100cm3

（12 - 4 * 2）*（20 - 4 * 2）* 4 = 192

（12 - 5 * 2）*（20 - 5 * 2）* 5 = 100

正方形の1辺の長さ（cm） 1 2 3 4 5 6
容積（cm3） 180 256 252 192 100

・ 予想していた結果と比較
して，共通点や相違点を
整理する。
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【図形】図

下
p.128
〜 139

7時間

曲面

立体

角柱

円柱

底面

側面

三角柱

四角柱

五角柱

高さ

見取図

展開図

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

19  立体 ①異同弁別の学習（立体図形の特徴を捉える）

②作図の学習（見取図）

《柱体（小学校の学習で取り扱う柱体）》

②作図の学習（展開図）

仲間分け（平面－曲面）

底面・側面・高さ

《図形領域の学習》

《立体図形・空間図形》

《立体図形の分類》

《記号の付け方》

構成要素に視点をおいて特徴をまとめる

・ 「図形」領域は異同弁別の学習であり，共通点と相違点を
整理する学習である。
・ 異同弁別する際の視点として，頂点・辺・面・角の数や
大きさ，長さ，位置関係等がある。
・ この単元では，「底面と側面が垂直に交わる直角柱・直円
柱」を取り上げて，共通点と相違点を整理していく。

三次元の空間にある図形の中で，面によって閉じている図
形を立体という。四面体や直方体などの多面体，球や円錐
などの曲面体がその例である。
つるまき線などのような図形は空間図形として扱われ，立
体図形と区別される。

立体図形は表面が平面か曲面かで 3つに分類される。
①平面だけで構成されている図形………多面体
②平面と曲面で構成されている図形……円柱・円錐
③曲面だけで構成されている図形………球

図形の頂点に便宜上
記号を付ける場合は，
一般的に左回り（時
計と反対回り）に記
載していく。また，
記号を使って特定の
辺を表現するときは，
「左から右」，「上から

下」に記載するのが一般的である。面の場合は
左回りに表現する。但し，対応する辺や面の場
合は，対応する順に記載する。

※ 構成要素（頂点・辺・面）の形・大
きさ・位置の学習は，異同弁別に必
要な視点である。
　 図形の学習では実際に形に触れた
り，作図したりする数学的活動 (体
験）を重視する必要がある。手元に
具体物がなければ（平面・空間）概
念は形成されない。
　 限られた時間の中で，計画的に数学
的活動に取り組むことが重要であ
る。

・ 構成要素に視点をおいて特徴をまとめることで，図形間の関連
性（規則性）が見えてくる。
・ 変化の規則性が見えてくると，実物がない多角柱でもある程度
イメージできるようになる。

一つの平面α上に，閉じた図形 P が与えられていたとする。αと平行でない
直線 lを 1つ定める。P上の点を通り，lと平行な直線全体の集合は一つの
面を作る。この面をαに平行な平面βで切ると，切り口は図形 P と合同であ
る。このとき，α，βと，面で囲まれた立体を「柱体」という。
柱体の平行な二つの平面を「底面」，他の面を「側面」という。底面が多角
形や円の場合をそれぞれ「角柱」，「円柱」という。
また，母線が底面に垂直な角柱や円柱をそれぞれ「直角柱」，「直円柱」とい
い，小学校の学習で取り扱う対称となる。

長方形か正方形
をかく。

長方形か正方形
をかく。

縮小した形をず
らしてかく。

各頂点を直線で
結ぶ。

同じ形をずらし
てかく。

各頂点を直線で
結ぶ。

見取図の別のかき方
（苦手な子どもへの対応用）

遠近法への応用
図画等にも応用できる

三角柱 円柱

母線

α

L

β

P

P;
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【図形】図

p.12
〜 29

1  対称 ①異同弁別の学習（線対称・点対称）

②作図の学習（線対称） ②作図の学習（点対称）

12時間

線対称な図形の性質

対称の軸から対応する 2つの
点までの長さは等しい。

対称の中心から対応する 2つの
点までの長さは等しい。

・ 線対称な図形も点対称な図形も対称となる半分の形があれば作図で
きる。（対称性） 
作図の際に重視することは，「対応する頂点」を見つけることである。
図形は直線（線分）で囲まれた形のため，直線（辺）を見つけて作
図しているように誤解されがちである。実際は必要な頂点を見つけ
て，頂点どうしを直線（線分）で結んで作図している。

異同弁別

点対称な図形の性質

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習線対称

対称の軸

対応

点対称

対称の中心

平面図形 平面図形
線対称な図形 点対称な図形

直角三角形 平行四辺形二等辺三角形 正三角形 正五角形 正七角形 正六角形正方形 長方形 ひし形 台形

平面図形
線対称な図形 点対称な図形

p.128
〜 142

9  円の面積 ①異同弁別の学習（円の求積方法）

①異同弁別の学習（工夫して面積を求める）
①異同弁別の学習（およその面積）

7時間

円の面積

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

には 1cm2の単位面積が敷き詰められない
1cm2の単位面
積が敷き詰めら
れる形に変形す
る必要がある。

面積は，1辺が 1cmの正方形の単位面積の個数で数値化されている。これまで学習してきた平行四
辺形や三角形の面積は，単位面積を敷き詰められない部分を変形して求めてきた。
円の場合は，敷き詰められない部分が曲線となっているため，それを直線に見直す作業と敷き詰めら
れる形に変形する作業が必要になる。

三角形

円と正方形の組み合わせを考える
形を理想化する

三角形

長方形

具体 形の理想化を 50m2とみる
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【図形】図

四角柱（直方体）

複合立体 既習の立体に分割 底面積の利用 およその体積を求める 形の理想化　底面積の利用

単位体積の個数を数える　1段目の個数＝底面積の数 1段目の 1cm3の個数と，底面積の
1cm2の個数が同じなので，便宜上
「底面積」という言葉を公式では使っ
ている。本来面積には高さがないた
め底面積を積み重ねても高さは生ま
れず，体積にはならない。

p.143
〜 153

10  立体の体積 ①異同弁別の学習（立体の体積の求め方）

6時間

底面積

角柱の体積

円柱の体積

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

位置はある
量はない

=
量 0がある

長さはある
広さはない

=

広さ 0がある

広さはある
高さはない

=

高さ 0がある

高さはある
空間の広がり

点の世界 線の世界 平面の世界 立体の世界《点，線，平面，立体》
・ 点，線，平面，立体の世界はそもそも別の世界である。 
→（例） 平面には高さがないため，平面を重ねても高さは生ま

れない。
・ それぞれの世界を繋げるために，長さや広さが「ない」という
考えを「0がある」と考えて，無限に 0に近い量で繋げている。

無
限
に
長
さ
0
に
近
い
線

無
限
に
広
さ
0
に
近
い
平
面

無
限
に
高
さ
0
に
近
い
立
体

四
次
元
の
世
界

底面積は「高さがない」と考えるので
はなく，「限りなく 0に近い高さがあ
る」と考えると重ねることで高さが生
まれる。（「高さ 0がある」と考える）

ふりかえろう  つなげよう

ふりかえろう  つなげよう（発展：中学校）

②作図の学習（正十二角形の作図） ①異同弁別の学習（合同・内角・面積）

①異同弁別の学習（側面積が一定のときの底面積と体積の関係）

p.154
〜 155

p.156
〜 157

正十二角形を二等辺三角形の視点で見直す

底面積と体積の関係 数学的活動を通して立体図形の理解を深める。

1時間

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

・ 予想していた結果と比較して， 
共通点や相違点を整理する。
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【図形】図

p.170
〜 185

9時間

拡大図

縮図

対応

中心

縮尺

12  拡大図と縮図 ①異同弁別の学習（拡大図・縮図・合同）

②作図の学習（拡大図・縮図）

㋐と同じ形探し

方眼の利用

1つの定点を中心にしてかく

・ 作図の学習の際には，必要な頂点を見つけて頂点どうしを直線で結ぶ作業を
していることを意識させる。（辺を見つけているのではない）

どこに定点を置いても，定点と各頂点との長さの比を一定にすると
相似な図形を作図することができる。

拡大図・縮図

異同弁別

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

②
作
図
の
学
習

合同な図形のかき方を利用

三辺の長さ 二辺の長さと
間の角の大きさ

一辺の長さと
両端の角の大きさ

2倍の拡大図

中心

中心

の縮図1
2
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【図形】図

p.7
〜 9 まとめてみると…

1  異同弁別の学習（共通点・相違点）三角形

㋒，㋗

㋑，㋔

㋐，㋓

㋕，㋖

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

2  異同弁別の学習（2つの直線の関係）四角形

平行 1組 ：［㋐　㋒　㋖］
平行 2組 ：［㋑　㋓　㋔］
平行なし ：［㋕　㋗　　］

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

3  異同弁別の学習（平面図形：構成要素に視点を置いた比較）

3 5 84 6 12
3 5 84 6 12

60° 108° 135°90° 120° 150°
◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯
3 5 84 6 12

◯◯ ◯ ◯

多角形 図
①
異
同
弁
別
の
学
習

4  異同弁別の学習（立体図形：構成要素に視点を置いた比較）多角柱 図
①
異
同
弁
別
の
学
習

三角形 五角形 七角形四角形 六角形 八角形
長方形 長方形 長方形長方形 長方形 長方形

5 7 96 8 10
6 10 148 12 16
9 15 2112 18 24

1時間

p.14
〜 15 分けてみると…

1時間

2  異同弁別の学習（複合図形の面積：単位面積を数えやすいように変形する）複合図形
の面積

既習の図形に見直す

・既習の図形に見直すことができれば，計算ミスさえしなければ解決できる。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

3  異同弁別の学習（複合立体の体積：単位体積を数えやすいように変形する）複合立体
の体積

既習の図形に見直す

・ 算数の学習では，どの領域も既習を活用して新しい
課題を解決している。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習
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【図形】図

p.16
〜 18 数や形などを変えてみると…

1  異同弁別の学習（三角形の面積：既習の図形に変形する）三角形
の面積

三角形の面積 =底辺 *高さ / 2

・ 既習の図形の求積公式を忘れてしまっても，面積が単位面積（正方形）の個数を
意味していることを理解していれば，変形によって面積を求めることができる。
・ 単位面積を敷き詰められる形に変形するということは，つまり斜辺をなくして長
方形に変形するということである。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

2  異同弁別の学習（台形の面積：既習の図形に変形する）台形の
面積

台形の面積 =（上底 +下底）*高さ / 2

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

3  異同弁別の学習（円の面積：既習の図形に変形する）円の
面積

円の面積 =半径 *半径 * 3.14

・円の面積を考える難しさは，曲線を直線に見直すところに飛躍がある。
・ 曲線を限りなく拡大していきだんだんと直線に近づいていくイメージなどができ
ると理解もしやすくなることが考えられる。（水平線のイメージ）

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

4  作図の学習（作図：平行四辺形・ひし形・長方形の関係の理解）作図

平行四辺形

平行四辺形
↓
ひし形

平行四辺形
↓
長方形

AB：4cm，BC：6cm AB：6cm，BC：6cm AB：4cm，BC：6cm，㋐ 90°

図
②
作
図
の
学
習

1時間

p.19
〜 21 きまりはあるのかな

1時間

3  異同弁別の学習（五角形の内角の和）五角形
の内角
の和

180° * 3 = 540° 180° * 5 - 360° = 540°

180° + 360° = 540°180° * 4 - 180° = 540°

・4つの方法どれも 540° になる。

・五角形の内角の和は 540°

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

4  異同弁別の学習（多角形の内角の和の規則性を見つける）多角形
の内角
の和

n角形の内角の和 =180° *（n - 2）

2 4 63 5 7

360° 720° 1080°540° 900° 1260°

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

1時間

p.22
〜 23 同じようにできないかな

「2倍の三角形の作図」 3辺の長さをそれぞれ 2倍 2倍にした二辺と間の角度 2倍にした一辺と両端の角度

3  作図の学習（拡大図・縮図：相似な図形の作図）拡大図
縮図の
作図

図
②
作
図
の
学
習
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【図形】図

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

2 算数で見つけた見方・考え方

p.24
〜 25 どうしてそうなるのかな

1 異同弁別の学習（円と二等辺三角形，正三角形：半径を二辺とする三角形）円と
二等辺
三角形

正三角形

「正三角形になるための角Ａの角の大きさ」

まず，三角形 ABCは辺 ABと辺 ACが点 Aを中心とする円の半径となるため長さが等しく，二等辺三角形である。
　二等辺三角形 ABCの角 Bと角 Cは大きさが等しい。
次に，角 Aを 60° とすると，角 Bと角 Cは（180 - 60）/2 = 60で 60° となり，3つの角が等しい大きさになる。
そして，3つの角の大きさが等しければどの向きに三角形を見ても二等辺三角形で，辺 AB=辺 AC，辺 AB=辺 BCとなり，
　辺 AB=辺 AC=辺 BCで，3つの辺は等しくなる。
だから，角 Aを 60° にすれば，三角形 ABCは正三角形になる。

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

2 異同弁別の学習（合同な図形：対応する構成要素の比較）合同

「合同な三角形を見つける」
㋐と㋙

㋑と㋘

図
①
異
同
弁
別
の
学
習

1時間

p.34
〜 37

③【図のかき方】 ②作図の学習（垂直・平行な直線・角の二等分線の作図）

垂直

平行

角の
二等分線

点アを通って直線あに平行な直線をかくかき方。

図
②
作
図
の
学
習
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測定
上 上 上

下
下

下

算数で見つけた見方・考え方

第 1学年 第 2学年 第 3学年

第 6学年
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【測定】測

8  なんじ  なんじはん ③測定の学習（○時　○時半）

目盛りを読み取って数表現する活動
数表現・実物表現により理解を深める

・目に見えない時間という量を，目に見えるようにしたものが時計。
・時計を読み取る。⇒　針の指している数字や目盛りを読み取る。
・時計の仕組みは世界中で共通している。1回転が基準。
・分針は「12」を基準に 1回転したら「0」にリセットされる。
・長針が「6」は 1回転（1時間）の半分だから「はん」。
・第 1学年は「時刻の読み」→第 2学年は「時間の読み」

数表現された時刻を測定器（時計）で表現する活動

上
p.86
〜 87

とけい

◯じ

◯じはん

2時間

測
③
測
定
の
学
習

ながさ

かさ

ひろさ

13  くらべてみよう ②比較の学習（直接比較・間接比較） ①単位の学習（任意単位）

［測定］領域はどの量においても学習内容は共通している。
　　　①「単位をつくる（見つける）」学習 …任意単位・普遍単位（m，g，L　等）
　　　②「比較の方法を考える」学習 …直接比較・間接比較・（普遍単位）測定
　　　③「単位のいくつ分を考える」学習 …測定・求積公式

【長さ】

【かさ】

【広さ】

①任意単位
②普遍（基本）単位
③誘導（組立）単位

「単位」学習の流れ
①直接比較
②間接比較
③任意単位比較
④普遍単位比較

「比較」学習の流れ
・長さ ………… mm，cm，m
・広さ，面積 … cm2，m2，km2，a，ha
・かさ ………… mL，dL，L，cm3，m3

・重さ ………… g，mg，kg
・時間 ………… 秒，分，時間，日
・角度 ………… °，度
・密度 ………… 人 / km2

・速さ ………… 毎秒，毎分，毎時

小学校で学習する「量」

直接比較

直接比較

直接比較

間接比較

間接比較

間接比較

任意単位比較

任意単位比較，普遍単位測定の素地

任意単位比較，普遍単位測定の素地

普遍単位測定の素地

「測定」領域に共通した内容

下
p.30
〜 39

7時間

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

16  なんじなんぷん下
p.60
〜 62

2時間

③測定の学習（○時，○分）

・目に見えない量を表現している。
・ 第 1学年は時刻のみ（時計の読み方）を
学習する。

短い針：数字を指す→幅がある 長い針：目盛りを指す→ 0～ 59の 60目盛り

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

39

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

3

9

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

39

測
③
測
定
の
学
習○じ

○ふん

4 3
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【測定】測

上
p.20
〜 29

時こく

時間

1目もり

1分間

1時間

60分

午前
午後

1日

24時間

2  時こくと  時間 ⑴ ①単位の学習（1分・1時間・1日）　③測定の学習（時刻を読む・時間を計る）

3時間

測
①
単
位
の
学
習

③
測
定
の
学
習

短い針：数字を指す→幅がある 長い針：目盛りを指す
　　　　→ 0～ 59の 60目盛り

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

39

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

3

9

12

6

1

5

11

7

10

8

2

4

39

・目に見えない時間という量を，目に見えるようにした物が時計。
・時刻を読み取る =針の指している数字や目盛りを読み取る
・時刻は点（量がない），時間は量（単位のいくつ分）。
・ 時間は過去から止まらずに連続しているため，数直線に表す場合は基点の 0を表現
することが難しい。そのため必要なところだけを取り上げている。

24時間表示
・時刻表の読み方
・ 学習したことを日常生活に
生かす。

1時間 = 60分間

1分間

1日 = 24時間 午前・午後 数直線表示

正午

午前 午後

見えない時間を長さで表現

上
p.64
〜 78

たんい

センチ
メートル

cm

ミリ
メートル

mm

ものさし

直線

6  長さ ⑴

8時間

②比較の学習（直接比較→間接比較→任意単位→普遍単位）

①単位の学習（長さの計算）

③測定の学習

①単位の学習

直接比較

【量の保存性】

任意単位・間接比較 普遍単位（cm） 普遍単位（cm，mm）

［測定］の領域では，
形を変えても（曲げても，つなげても，切り分けても）
量は保存されることが条件である。

4cm2mm + 3cm6mm

mm単位に換算 cmとmmに分ける

42

7 842
36

36 78

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
測
定
の
学
習

上
p.122
～ 133

7時間

10  水の  かさ

②比較の学習（共通の単位→任意単位→普遍単位）　③測定の学習（入れ物のかさ） ①単位の学習（L，dL，mL）

①単位の学習（L，dL，mL）

単位が共通していないと量は比較できない

dL単位に換算 Lと dLに分ける

任意単位（共通したコップでの間接比較） 普遍単位 L，dL，mL

1mL = 1cc

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
測
定
の
学
習

5

6

8

6

1L 1dL

1 L 3 dL+ 2 L 5 dL
13

25 3 8 蒸留水：1mL＝ 1cc ＝ 1g
・ 気温によって若干の変化があるが，一般的に
認められている。

ます

L

dL

mL
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【測定】測

下
p.60
～ 65

2時間

16  時こくと  時間 ⑵ ②比較の学習（時間の計算）測
②
比
較
の
学
習

間の時間

活動内容の時系列整理

・12時から順序よく逆に考えていく。
・1時間を 6等分しているので，1目盛りは 10分になる。

あとの時刻 前の時刻

30分 1時間（60分）30分10分 10分 10分 10分20分
バ
ス

先
生
の
お
話

移
動

移
動

移
動

ラ
イ
オ
ン
の
見
学

友
だ
ち
と
遊
ぶ

ぞ
う
の
見
学

動物を見ていた時間
　ライオン：20分
　ぞう　　：30分
　計　　　：50分

下
p.82
～ 89

下
p.90
～ 91

4時間

1時間

18  長さ ⑵

ふりかえろう  つなげよう

①単位の学習（1m）　③測定の学習

②比較の学習（単位どうしの関係）

①単位の学習（長さの計算）

メートル

m

測
①
単
位
の
学
習

③
測
定
の
学
習

1m20cm + 90cm

同じ単位どうしで計算する

［接頭語］
ミリ センチ デシ 基本 デカ ヘクト キロ
m c d da h k
1

103
1

102
1

10 1 10倍 102倍 103倍

1m20cm - 90cm

120
120 210
210 2 10 2 10

「き」：指 1本分の幅
「あた」：親指から中指までの長さ
「つか」：こぶしの横の長さ
「ひろ」：両手を広げたときの長さ
「歩」：歩幅

「尺」：10
33 m　0.30303…m

「尺」： 1
33 m　尺の

1
10　3.0303…m

身体尺（日本） 尺貫法

測
②
比
較
の
学
習

1mmの 10こ分

1mmの 100こ分

1mmの 100こ分

［100cm：1cmの100こ分］
1mmの 1000こ分



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 3学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【測定】測

上
p.26
〜 35

秒

2  時こくと時間 ②比較の学習（時間の計算，筆算）

①単位の学習（秒）

②比較の学習（単位換算）

6時間

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

時間の計算（時間を数える）

デジタル表示

［筆算］60が単位となって 1くり上げる（くり下げる）

午前 9時 10分

短い針：数字を指す
長い針：目盛りを指す
秒針：目盛りを指す

時間の単位
・ 時・分・秒の単位関係が十進法でないことに気をつける。
・ 60で単位が大きくなる。（10や 100ではない）

・ある時刻から一定時間後の時刻
・ある時刻から一定時間前の時刻
・二つの時刻の間の時間
・合わせた時間

［求める時刻と時間］

○分□秒→△秒

100

△秒→○分□秒

1 44

上
p.88
〜 99

7時間

6  長さ ①単位の学習　③測定の学習（1mよりも長い長さ）

きょり
道のり
まきじゃく
km

巻き尺による測定 1つの単位にする 同じ単位どうし

※単位をそろえて計算すること
　同じ単位どうしで計算することは計算の原理・原則である。

測
①
単
位
の
学
習

③
測
定
の
学
習

4030

4030 304 4 0 3 0

下
p.102
〜 117

11時間

g

kg

t

16  重さ ②比較の学習（直接比較→間接比較，任意単位→普遍単位）

②比較の学習（量の単位の関係）

①単位の学習（小数での表現）

直接比較 間接比較（ゴムの長さ） 任意単位（一円玉） 普遍単位

8kg300g→ 8.3kg

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
測
定
の
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 3学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【測定】測

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

【測定】測
1 　算数で見つけた見方・考え方

第 6学年　中学校へのかけ橋

下
p.118
〜 119

1時間

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

ふりかえろう  つなげよう 【単位の関係（メートル法）理解】①単位の学習　②比較の学習（長さ，かさ，重さ，メートル法）
【長さ】の単位

・量の学習では，どんな量でも，どの学年でも「単位」があり，その「いくつ分」を考えることが基本となる。
・量を数値表現するにあたり，数値として簡潔・明瞭・的確に表現できる大きさの「単位」を選択することが大切になる。それも一つの「量感」である。

【重さ】の単位

接頭語

【接頭語】の意味

ミリ センチ デシ 基本 デカ ヘクト キロ
m c d da h k
1

103
1

102
1

10 1 10倍 102倍 103倍

1000
1000

【かさ】の単位

1000
100

10

1000

1000

100
10

・長さ ………… mm，cm，m
・広さ，面積 … cm2，m2，km2，a，ha
・かさ ………… mL，dL，L，cm3，m3

・重さ ………… g，mg，kg
・時間 ………… 秒，分，時間，日
・角度 ………… °，度
・密度 ………… 人 / km2

・速さ ………… 毎秒，毎分，毎時

小学校で学習する「量」

p.4
〜 6 1つ分を作ると…

2  単位の学習（長さ：任意単位）
㋐チョークの 6本分
㋑チョークの 5.5本分

㋐が長い

長さ 測
①
単
位
の
学
習

3  単位の学習（重さ，面積，体積）重さ

面積

体積

測
①
単
位
の
学
習

下
p.102
〜 117

11時間

g

kg

t

16  重さ

③測定の学習（はかりを読む，重さを量る）

②比較の学習（量の保存） ②比較の学習（ものの種類と重さ）

①単位の学習（重さの計算）

400g 900g 1kg300g
1.3kg
1300g

+

+

=
=
=

=
1mL＝ 1cc＝ 1g
・ 気温によって若干
の変化があるが，
一般的に認められ
ている。

同じ単位どうしで計算する。
同じ単位だから計算できる。

蒸留水

測
①
単
位
の
学
習

②
比
較
の
学
習

③
測
定
の
学
習
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変化と関係

上 上 本冊

下 下 算数で見つけた見方・考え方

中学校へのかけ橋

第 4学年 第 5学年 第 6学年



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 4学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

上
p.25
〜 35

折れ線
グラフ

2  折れ線グラフ ②関係を表現する学習　②特徴を捉える学習（折れ線グラフを読み取る）

②関係を表現する学習　①事象を整理する学習（折れ線グラフのかき方）

5時間

棒グラフ
連続性の重視 2要素の比較

折れ線グラフ 2本の折れ線グラフ
《特徴を捉える視点》
「全体的な特徴」と「部分的な特徴」を捉える
二つの視点を持つ。

・ 全体的な特徴 
新潟市は 
8月まで気温がだんだん上がり，その後だん
だん下がる。（山型）

・ 部分的な特徴 
那覇市は 
4月から 5月にかけて気温が 5℃も上がる。 
新潟市は 
9月から 10月にかけて気温が 8℃も下がる。

・ 二つの視点で変化の特徴を捉えることで，分
析の一般化を図る。

変
②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

・ 横軸には順序性があるため，大きさ
順に並べ替えることができない。

・ 点と点の間には数値が存在する。
平均的な値として線で結ぶ。

・ 2要素を一つのグラフで表すこと
で比較しやすくなる。 
第 4学年では軸は同じ要素を取
り扱う。

折れ線グラフの工夫

・ 目盛りの単位を
調整する。
・ 波線を入れて途
中を省略。

・ 変化を大きく表
現する

山口市の気温の変わり方
25

15

20

10

5

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習

上
p.138
〜 140

1時間

割合

 倍の計算 ⑵～かんたんな割合～ ①関係を捉える学習
　（倍（割合）を使った関係の表現）

・ 目的によって「差」で比較したり，「割合」で比較したり
できるようにする。
・比較の視点によって結果が変わることがある。

どちらも 100 cm伸びている。

ゴムあが 3倍，ゴムいが 2倍。

「差」による比較

「割合」による比較

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

150 - 50 = 100　100 cm伸びた 200 - 100 = 100　100 cm伸びた
同じ伸び方

ゴムあがよく伸びる
3

3倍伸びた 2倍伸びた

2

下
p.132
〜 141

5時間

19  ともなって変わる量 ①関係を捉える学習（規則性を捉える）　②関係を表現する学習（○や□を使って式に表現）

具体的な事象から伴って変わる二量を捉える

※表の縦横の見方を具体的に整理すると，「横の見方：二量の変化の規則性」，「縦の見方：二量の値の規則性」を見ている。

※ 変化の規則性を見つけるにあたり，表を縦に見たり横に見たりする活動がポイントになる。その際，一方を決めると必ずもう一方が決定することを意識することが
重要である。はじめはランダムに選んだとしても，何か 1つ選んだ際には必ずもう一方が存在する。（1対 1対応，関数） 
特に表を横に見ていく際にはもう一方の値を意識しなければ「数列」（高等学校）の学習内容に近くなるので注意が必要である。

表に整理し，変化の規則性を見つける

具体的な事象

「関数」の学習 「数列」の学習

伴って変わることを
意識していない。

表の横の見方　加減 表の横の見方　倍 表の縦の見方　式に繋がる

□ * 4 =◯

だんが 1増えると
まわりの長さは 4増える

だんは 1ずつ増えていく

まわりの長さは 4ずつ増えていく

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 5学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

上
p.36
〜 43

比例

4時間

3  比例 ①関係を捉える学習（一方が 2倍，3倍，…になると，もう一方も 2倍，3倍，…になる）　②関係を表現する学習（関係式）変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

具体的事象 表に整理して，変化の規則性を捉える 表の縦の見方（関係式）

表の横の見方（比例の定義）

□：変数90 *□ =△

上
p.76
〜 89

上
p.90
〜 91

7時間

1時間

混み具合の比較

・ 面積か人数のどちらか一方にそろえるとよい。
・ 増やしてそろえても，減らしてそろえても比
較することはできる。
・ 1にはどんな組み合わせでもそろえやすく，

2のとき，3のときでも対応できる。
・ 比較の結果を判断する場合は，比較する量の
大小と判断基準に気をつける必要がある。 
どちらの量にそろえるかによって，比較する
量が大きい方を選択するのか，小さい方を選
択するのか判断が逆になるからである。 
一般的に大きい方を選択するように比較する
量を取り上げて考えていく。

※ 単位量あたりの学習では，一方の量が変わると，それに伴ってもう一方の量も変わるということを意識させる必要がある。それは二量の割合関係を維持するためで
ある。明記されていなくても「平均」の考えと「二量が比例する」という考えが前提となる。
　 平均的な散らばりとして理想化した上で，そろえるために一方の量を変えると，比例してもう一方の量も変わるということになる。指導者はごく当然のこととして
捉えていたとしても伴って変わることの理解が難しい子どもも存在するため，注意が必要である。

仮定・理想化する考え方は，学習を進めていく上で最も重要な考え方である。そもそも第 1学年で学習するりんご 1個と 2個をあわせて 3個と考える 1 + 2 = 3に
ついても，それぞれのりんごが同じ大きさ，同じ重さ，同じ形，…と理想化するから成立している。これまでほとんど無意識に処理してきた考え方を，小学校高学年
からは意識化し，考え方のスキルとして身につける必要がある。

量には分離量と連続量があり，連続量には外延量と内包量がある。内包量には異種の 2量の割合で表す「度」と同種の 2量の割合で表す「率」に区分することができる。
「度」は 6 ，10で学習する「単位量あたりの大きさ」であり，「率」は 13， 17で学習する「割合」である。伴って変わる 2量のどちらか一方の量をそろえて，もう一
方の量で比較をするという考え方は「単位量あたりの大きさ」も「割合」もまったく同じだと考えることができる。

シートの数も人数も違う シート 1まいあたりの人数で比較

1人あたりのシートの数で比較

いろいろな 2量の単位量あたりで比較　1m2あたりの重さ人口密度：1km2あたりの人数

全部の数 /いくつ分 =1つ分の数 1つ分の数 *いくつ分 =全部の数 全部の数 /1つ分の数 =いくつ分

シート 12まいあたりの人数で比較
㋐ ㋐ ㋐

㋑ ㋑ ㋑

㋒

こみぐあい

人口密度

単位量あたり
の大きさ

6  単位量あたりの大きさ ⑴

ふりかえろう  つなげよう

①関係を捉える学習（比較の条件を考える）

①関係を捉える学習（単位量あたり =これまでの乗除の「1つ分の数」にあたる）

②関係を表現する学習（人口密度，1あたり量比較）

《仮定・理想化して考える重要性》

【量について】

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

面積と重さ 冊数と代金 時間と枚数

3

2.5

㋐

㋑

36

30

量 分離量
連続量 外延量（長さ，重さ，時間　等）

内包量
加法性がある
加法性がない
加法性がない

度（速度，密度　等）
率（円周率，成功率　等）

「単位量あたりの大きさ」
「割合」



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 5学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

上
p.145
〜 154

5時間

速さの比較

※一般的に，大きい方を選択するように比較する量を取り上げるため，速さでは，時間をそろえて道のりを比較することが多い。

時間を取り扱う場合は「60」が単位となるため，十進位取り記数法と区別する必要がある。

※ 明記されていないが，速さは「平均」の考えと「2量（道のりと時間）が比例する」という考えが前提となり，理想化・単純化して考えている。 
この理想化・単純化して考えを進めることや，条件を踏まえて考えを進めることは算数学習の根幹をなす。

【発進から停止までの実際】 【単位あたり量の大きさでの速さ】
停止（速さ 0）した状態から発進し
だんだん速くなり一定の速さになって
だんだん遅くなり停止する。

もしも
同じ速さだとしたら～

理想化

発進から停止まで一定の速さだと
理想化する。

道のりも時間も違う 時間（1分）にそろえる 道のり（1m）にそろえる
道のり 時間

こうた 60m 1分

たくや 66m 1分

道のり 時間

こうた 1m 0.01666…分

たくや 1m 0.01515…分

どちらかを
そろえる

速さ

時速

分速

秒速

10  単位量あたりの大きさ ⑵ ①関係を捉える学習（比較の条件を考える）

②関係を表現する学習（公式，時速・分速・秒速の関係）

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

速さ

時間0

速さ

平均の速さ

時間0

13  割合 ⑴ ①関係を捉える学習（割合の意味）下
p.32
〜 45

5時間

割合

百分率

パーセント

％

歩合

割

分

厘

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

量には分離量と連続量があり，連続量には外延量と内包量がある。内包量には異種の 2量の割合で表す「度」と同種の 2量の割合で表す「率」に区分することができる。
「度」は 6 ， 10で学習する「単位量あたりの大きさ」であり，「率」は 13， 17で学習する「割合」である。伴って変わる 2量のどちらか一方の量をそろえて，もう
一方の量で比較をするという考え方は「単位量あたりの大きさ」も「割合」もまったく同じだと考えることができる。
また，外延量と内包量の決定的な相違は，外延量では加法性が成り立つのに対し，内包量では成り立たないことである。

【量について】

②関係を表現する学習（百分率，歩合）

《そろえる（もとにする）学習→割合》

《百分率　％》

《歩合　割　分　厘》

※比較のために一方の量をそろえるという考え方は「単位量あたりの大きさ」とまったく同じである。
　一般的に「割合」では基準量（もとにする量）を「1」，「10（歩合）」，「100（百分率）」として考えている。（それ以外の数でも可能ではある）

割合
成績の比較

こみぐあいの割合比較

ヒット数の割合 打数とヒット数の関係 打率，歩合 小数，百分率，歩合

基準量と比較量の関係 百分率

どちらかを
そろえる

どちらかを
もとにする

シュート回数も成功回数も違う

1 / 4 * 10 = 2.5
打率 0.25→ 2割 5分

0.1
100％ 10％ 1％

1分

0.001

量 分離量
連続量 外延量（長さ，重さ，時間　等）

内包量
加法性がある
加法性がない
加法性がない

度（速度，密度　等）
率（円周率，成功率　等）

「単位量あたりの大きさ」
「割合」

80



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 5学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

下
p.108
〜 118

7時間

割合の第 1用法

割合の第 2用法

割合の第 3用法

小数になおす考え方

小数になおす考え方

1％をもとにする考え方

1％をもとにする考え方

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

17  割合 ⑵ ①関係を捉える学習（割合の第 1用法，第 2用法，第 3用法）

1% 20 100（％）

24（m2）6060/20=3

0.8

6

300

3003
3

1% 25 100（％）

24（m2）0.24*2524/100=0.24

60.24
0.24



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 6学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

p.158
〜 169

9時間

比

比の値

対

：

等しい比

比を簡単
にする

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

11  比とその利用 ①関係を捉える学習（比の意味）　②関係を表現する学習（比・等しい比・比を簡単にする）

比

比の利用（等しい比）

・「等しい比」の考え方は，「約分」，「単位量あたりの大きさ」と同じである。単位の大きさを変えて表現しているだけで，二量の関係は維持している。

比の利用（全体と部分・部分と部分）

・比を表す言葉
① Aと Bの比（Bと Aの比） …A：B（B：A）
② Aの Bに対する比 …A：B
③ Aに対するＢの比 …B：A

・比の性質
　a：b = c：dのとき
　①（a + b）：b =（c + d）：d
　②（a - b）：b =（c - d）：d

等しい比 等しい比の性質 比を簡単にする

4：6

5：9 = x：72
x  = 72 * 5 / 9
 = 40

全体の 5
9

72 * 5
9 = 40

5

5

両項に同じ数をかけても
わっても比は等しい。

1.2：3.2 = 3：8

2
5：

3
8 = 16：15

4

p.186
〜 209

比例

y=□*x

反比例

x*y=□

13  比例と反比例

《比例》 ①関係を捉える学習（比例の意味と性質）

②関係を表現する学習（比例のグラフ）

表の横の見方（変化の様子の共通点を見抜く） 表の縦の見方（値の関係の共通点を見抜く）

縦の組に共通している関係を考える

・ 縦の軸と横の軸が交わる
0の点を通る直線。

【関数《比例》の学習】
伴って変わる二量の変化を表に整理してその規則性を考え，ことばや式に表現する学習はこれまでにも取り組んできた。
比例の学習はその中でも y = axで表される特殊な場合と考えることができる。中学校では一次関数（y = ax + b）における
b = 0の特殊な場合として考えることができる。
つまり，新しく学習する内容という捉え方ではなく，変化の学習の一つであるという捉え方をすることで，変化の学習として整
理・統合することができる。また，比例のグラフは原点を通る直線となる。それは形として感覚的に捉えやすいため，形から比
例の判断をするような学習を通して，グラフの特徴やよさに繋げることも大切である。

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

2

1.5
2.5

1
3

1
2

14時間



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 6学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

-　63　-

【変化と関係】変

p.186
〜 209

14時間

比例

y=□*x

反比例

x*y=□

13  比例と反比例

《反比例》 ①関係を捉える学習（反比例の意味と性質）

②関係を表現する学習（反比例のグラフ）

表の横の見方（変化の様子の共通点を見抜く） 表の縦の見方（値の関係の共通点を見抜く）

縦の組に共通している関係を考える

・ x軸と y軸に限りなく
近づいていく。
・ なめらかな曲線になる。
（発展：中学校）

比例の意味
　① 　二つの数量Ａ，Ｂがあり，一方の数量が 2倍，3倍，4倍，…と変化するのに伴って，他方の数量も 2倍，3倍，4倍，…と変化し，

一方が 1
2 ，

1
3 ，

1
4 ，…と変化するのに伴って，他方も，

1
2 ，

1
3 ，

1
4 ，…と変化するということ。

　② 　①の見方を一般的にして，二つの数量の一方がm倍になれば，それと対応する他方の数量もm倍になるということ。
　③ 　二つの数量の対応している値の商に着目すると，それがどこも一定になっているということ。

反比例の意味
　① 　二つの数量Ａ，Ｂがあり，一方の数量が 2倍，3倍，4倍，…と変化するのに伴って，他方の数量は 1

2 ，
1
3 ，

1
4 ，…と変化し，

一方が 1
2 ，

1
3 ，

1
4 ，…と変化するのに伴って，他方は 2倍，3倍，4倍，…と変化するということ。

　② 　①の見方を一般的にして，二つの数量の一方がm倍になれば，それと対応する他方の数量は 1
m 倍になるということ。

　③ 　二つの数量の対応している値の積に着目すると，それがどこも一定になっているということ。

【算数編】小学校学習指導要領解説（p.301，p.302）より抜粋

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

1
2

1
2

1
3

24

24

24



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変
第 6学年　中学校へのかけ橋

1 　算数で見つけた見方・考え方

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【変化と関係】変

p.4
〜 6 1つ分を作ると…

4  関係を捉える学習（単位量あたりの大きさ）単位量
あたり

1 1.5
1 1.25
1 1.2

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

5  関係を捉える学習（割合）割合

1 0.6
1 0.5833…
1 0.5
1 0.5

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

1時間

p.10
〜 11

1時間

別の表し方にすると…

2  関係を捉える学習（伴って変わる 2量：図に表して関係を理解する）倍

○  1mあたりの重さ 300gの針金があります。 
この針金 7.4mの重さを，図と表を使って求めましょう。

300
300

7.4
7.4

7.4

7.4

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

3  関係を捉える学習（速さ：どちらか一方を揃える =単位を揃える）速さ

「道のり」をそろえる（15と 12の最小公倍数「60」）
　列車Ａ：道のり：15 * 4 = 60 km 時間：8 * 4 = 32分　短い時間が速い
　列車Ｂ：道のり：12 * 5 = 60 km 時間：7 * 5 = 35分
「時間」をそろえる（８と７の最小公倍数「56」）
　列車Ａ：時間：8 * 7 = 35分 道のり：15 * 7 = 105 km　長い道のりが速い
　列車Ｂ：時間：7 * 8 = 35分 道のり：12 * 8 = 96 km

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

1時間

p.12
〜 13 そろえてみると…

p.19
〜 21 きまりはあるのかな

5  関係を捉える学習（周りの長さ一定の長方形：縦と横の長さの関係を捉える）規則性

縦の長さ：x
横の長さ：y y = 20 - x

変
① 

関
係
を
捉
え
る
学
習

6  関係を捉える学習（周りの長さ一定の長方形：縦と横の長さの関係を捉える）規則性

時間：x
深さ：y y = 5 + x

変
① 

関
係
を
捉
え
る
学
習

1時間



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変2 算数で見つけた見方・考え方
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頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

第 6学年　中学校へのかけ橋【変化と関係】変

p.38
〜 44

④【ともなって変わる量】 ①関係を捉える学習（３種類の複合容器の体積の変化を理解する）　②関係を表現する学習（複合容器のグラフ化）

グラフ

1分間の水の量をもとに考える

1分間の水の量をもとに考える

 5 * 5 * 3.14 * y = 20 * 2 0 *3.14 * 2
 78.5* y = 2512
 y = 32

変
①
関
係
を
捉
え
る
学
習

②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

y = 2 * x

y = 8 * x

y = 32 * x
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データの活用
上

上

上

上

上

本冊

下

下

下

下

下

算数で見つけた見方・考え方

中学校へのかけ橋

第 1学年

第 4学年

第 2学年

第 5学年

第 3学年

第 6学年



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 1学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

①事象を整理する学習（種類以外は捨象）

②特徴を捉える学習（グラフのよさ）

　・個数を長さで比較している。
　・ 並べることで，一つひとつ数えな
くても比較ができる。

　・最大値，最小値が見てわかる。

［抽象化・単純化していく］
　絵グラフ
　　→○グラフ
　　　→棒グラフ・折れ線グラフ

［種類別に個数を比較する］
・比較する場合は単位を揃える必要がある。
・ ただ並べるだけでは大きさにも影響されてしまい，
めろん 2個でりんご 3個分にもなる。そのため，
個数を比較したいのであれば，個数以外の色，大
きさ，重さ等は捨象（無視）して考える必要がある。

6  いくつ  あるかな上
p.72
〜 73

1時間

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習

下
p.72
〜 73

1時間

絵 グラフ
グラフ
・ 並べることで一つひとつ数え
なくても比較できる。

・絵グラフ
　→○グラフ
　　→棒グラフ・折れ線グラフ

全体的な特徴を捉える視点と
部分的な特徴を捉える視点の両方を
バランスよくもつ。

全体的特徴：毎日 4冊以上。
　　　　　　週末に多くなる。
部分的特徴： 火曜日と水曜日がいちばん少ない。
　　　　　　 木曜日と金曜日がいちばん多い。

18  かずしらべ

①事象を整理する学習（絵グラフ）

②特徴を捉える学習（最大値・最小値）

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 2学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

上
p.12
〜 19

ひょう

グラフ

［表］
・数値が記載されているため，具体的な量の違いを捉えやすい。

［グラフ］
・量を長さ（○の数）に置き換えて表現している。
・基点をそろえる。
・最大値，最小値，変化の様子を形から捉えやすい。
・左から多い順に並べる。
・グラフの左に数値を記載すると具体量を確認しやすい。

・ 基データが同じでも，調べる対象によって
整理のしかたが変わる。

・母集団の数は同じ。

場所とおとしものの
2つの情報

おとしものしらべ

おとしもの別（場所の数で比較） 場所別（おとしものの数で比較）

比較しやすいように整理

グラフ化・抽象化

1  ひょうと  グラフ

①事象を整理する学習（表→グラフ）

①事象を整理する学習（目的に応じた資料作成）

②特徴を捉える学習（要素の比較・最大値等）

4時間

7 5 4 3 2 2

表に整理

16 6 88 9 1 4 3 5

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習

下
p.98
～ 100

1時間

20  しりょうの  せいり ①事象を整理する学習（表→グラフ→複合グラフ）

②特徴を捉える学習（数値，長さ，形）

調査結果

表：数値が捉えやすい。
グラフ：長さや形が捉えやすい。

表 グラフ 男女別複合グラフ
複合グラフは各項目を確認して，何を
表しているのかを理解する事が大切。

10 10 9 11 8

クイズ マジック うた ダンス げき

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 3学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

上
p.76
〜 87

7時間

5  表とグラフ ①事象を整理する学習（表→グラフ）　②特徴を捉える学習

ぼうグラフ

目もり

横のじく

たてのじく

たんい

表題

具体的なデータ

4月，5月，6月を別々の表にまとめる 二次元表
・ それぞれの枠には縦の意味と
横の意味がある。
・ 縦の項目と横の項目を正確に
捉えることが重要。

・縦と横の交わるセルを読む。
・セルの縦と横の項目を読む。

［5の数え方］
日本：「正」　「玉」（江戸時代）
欧米：「 」
南米：「 」

表に整理 棒グラフに整理する 大きさ順に並べ替え

棒グラフのかき方

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習

34 72 58
34 72 58 164

8 9 22
24 19 51

14 39

下
p.130
〜 133

並べた
棒グラフ

積み上げ
棒グラフ

複合グラフ

並列
棒グラフ

積み上げ
棒グラフ

2時間

二次元表　調査対象 1つ→調査対象 2つ
・二次元表は 3年上「 5  表とグラフ」で学習済み。
・同じデータでもグラフ等の表現（並列，積み上げ，目盛りの取り方）等で印象が変わる。
・調査対象を増やすことで，特徴がより見えてくる。分析や判断と関係してくる。

1番目に好き

1番目に好きなメニュー
だけのグラフ

2番目も調査した並列棒グラフ

2番目に好き

18  しりょうの活用 ②特徴を捉える学習（調査対象を増やすことで特徴が具体化される）　①事象を整理する学習（二要素の配置）

2
14

3
1

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 4学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

上
p.25
〜 35

上
p.36
〜 37

折れ線
グラフ

2  折れ線グラフ

ふりかえろう  つなげよう

②関係を表現する学習　②特徴を捉える学習（折れ線グラフを読み取る）

②特徴を捉える学習（資料を読み取る）

②関係を表現する学習　①事象を整理する学習（折れ線グラフのかき方）

5時間

1時間

棒グラフ
連続性の重視 2要素の比較

折れ線グラフ 2本の折れ線グラフ
《特徴を捉える視点》
「全体的な特徴」と「部分的な特徴」を捉える
二つの視点を持つ。

・ 全体的な特徴 
新潟市は 
8月まで気温がだんだん上がり，その後だん
だん下がる。（山型）

・ 部分的な特徴 
那覇市は 
4月から 5月にかけて気温が 5℃も上がる。 
新潟市は 
9月から 10月にかけて気温が 8℃も下がる。

・ 二つの視点で変化の特徴を捉えることで，分
析の一般化を図る。

変
②
関
係
を
表
現
す
る
学
習

デ
②
特
徴
を
捉
え
る
学
習

・ 横軸には順序性があるため，大きさ
順に並べ替えることができない。

棒グラフ，表

・資料それぞれの表現のよさを理解する。
　棒グラフ　：種類別に量の比較をする。
　　　　　　　どの種類が多いのか一目でわかる。
　　表　　　：数理表現のため，目盛りを読む必要がない。
折れ線グラフ：量の変化が読み取りやすい。目盛りを揃えることを重視。

折れ線グラフ，複合折れ線グラフ

・ 点と点の間には数値が存在する。
平均的な値として線で結ぶ。

・ 2要素を一つのグラフで表すこと
で比較しやすくなる。 
第 4学年では軸は同じ要素を取
り扱う。

折れ線グラフの工夫

・ 目盛りの単位を
調整する。

・ 波線を入れて途
中を省略。

・ 変化を大きく表
現する

山口市の気温の変わり方
25

15

20

10

5

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 4学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

上
p.79
〜 85

上
p.86
〜 87

5時間

1時間

7  しりょうの整理

ふりかえろう  つなげよう

①事象を整理する学習（二次元表に整理する）

①事象を整理する学習（二次元表・三項目に分類整理する）

②特徴を捉える学習（二次元表を読み取る）

①事象を整理する学習（二項目に分類する）

ランダムデータ

ランダムデータ

《一つひとつ・少しずつ・順序よく》
・いっぺんに複数のデータを処理しようとしない。
・整理する対象だけを考えて他の事象は考えない。
・対象のデータの処理を済ませてから，次のデータを処理する。
・処理したデータはもう考えない。（最後に見直す）

・それぞれの枠には，縦の意味と横の意味がある。
・縦と横の意味を同時にもっている。
・関連する項目だけに視点をあて，他は考えない。

二項目に分類整理

二次元表に整理「正」で整理

9
4
6
7
2

28

0 3 4 1 1 9
1 3 0 0 0 4
3 0 3 0 0 6
0 1 3 1 2 2
0 1 1 0 0 2
4 8 11 2 3 28

5
7

4
4
8

6
9

15

まと当てゲーム 結果表：個人の結果はわかりやすい 二次元表：◎○△の人数がわかりやすい ②特徴を捉える学習（分析）

《2つの視点で特徴を分析する》
・一つひとつの要素の特徴を分析。
・集団全体の特徴を分析。
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下
p.142
〜 147

2時間

20  しりょうの活用 ②特徴を捉える学習（複合グラフの読み取り）

・数字だけでは変化の特徴がわかりにくい。
・気温との関係性を調べるために一つのグラフに表す。

・ 複合グラフは，縦軸の目盛りの意味が 2つあるので，どちらのグラフを
どちらの軸で読み取るのか気をつける必要がある。
・ 全体的な変化の特徴を捉える視点（山型）と部分に目を向ける視点 
（1月～ 2月は 150円増加，1℃下がる）の二つをもって分析する。

複合グラフ
デ
②
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る
学
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数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 5学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

上
p.44
〜 55

平均

ならす

6時間

4  平均 ②特徴を捉える学習（平均の意味）

量がバラバラ

量がバラバラ

《部分の平均から全体の平均を求める》

平均どうしでならす
（57 + 56）/ 2 = 56 . 5

○ (56+58+56+61+54+57+57+53+60+58+56+53+55)/(6+7)=56.4615…

57 56 56.4615…

6個 6個

個数 平均 ㋐，㋑の平均
㋐ 6 57

56.4615…
㋑ 7 56

・平均の値は，そのまま単純に加減計算をすることができない。全体をならして同じ大きさにする。

・平均の考えは，実際の値を理想化して考えている。

・ 実際はバラバラな値を「もしも同じだとしたら～」と理想化して見当
をつけている。

・ 2つの集合を比較する場合は，将来「合計」，「平均値」，「最大
値」，「最小値」，「中央値」，「個数」などを目的に応じて使い分
けることができるようにすることが大切である。そのため，平
均だけを代表値として取り上げる場合は注意が必要である。

グラフによる理解

多い方から少ない方に移す

基準を決める 平均を求める

合計を 5等分する 平均を求める式

デ
②
特
徴
を
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学
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6個　平均 57g 7個　平均 56g 13個　平均 56.4615…g

全体をならしたことにはならない

便宜上部分の平均を右のように処理す
る場合もあるが，全体をならして平均
を出しているわけではない。

7個目をならせない。
7個目を無視したことになる。

下
p.119
〜 127

4時間

円グラフ

帯グラフ

円グラフ 帯グラフ

・ もしも全体（もとにする量）が 100だとしたらと仮定して作
成されている。
・全体を「100」と考える。→ 100個の目盛りを打つ。
・ 1目盛り（1％）の実際の量は，全体を 100等分することで
求められる。
・ 各部分の実際の量は，「全体」/ 100 *「部分の目盛りの数」
で求められる。

18  いろいろなグラフ

②特徴を捉える学習（割合のグラフの読み取り） ①事象を整理する学習（グラフのかき方）

デ
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下
p.140
〜 143

2時間

PPDAC
サイクル

20  データの活用 ②特徴を捉える学習（傾向を読み取る） ※「野菜を食べる量」の学習を踏まえて，各自の課題に繋げる。PPDACサイクル。

野菜を食べる量：「1989年」と「2019年」 調べる内容や必要なデータを考える データを正確に読み取り，考えを出し合ってまとめる

デ
②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 6学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

6  資料の整理 ①事象を整理する学習（ドットプロット・度数分布表・柱状グラフ）　②特徴を捉える学習（最頻値・中央値）

6時間

平均値

ちらばり

ドットプロット

最頻値

中央値

代表値

階級

階級の幅

度数

度数分布表

柱状グラフ

p.86
〜 101 データ

データ（長さ：切れ目のない連続量） 度数分布表

柱状グラフ（ヒストグラム）

《代表値》
・ いくつかの集合の特徴を調べたり，比較をしたりする場合には，平均値ばかりでなく，中央値や最頻値，最小値や最大値にも視点を
あてることが大切である。 
いろいろな視点をもつことで理解が深まる。また，分析の精度を高めるために極端なデータを切り捨てる場合もある。

ドットプロット

↑
最小値

↑
最頻値

↑
最大値

↑
◯中央値 51.5

◯
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ふりかえろう  つなげよう ②特徴を捉える学習（いろいろなグラフの特徴）

1時間

・ これまで学習したグラフの特徴を整理する。

p.102
〜 103

デ
②
特
徴
を
捉
え
る
学
習



数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変第 6学年

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

ならべ方（順番）の問題

論理的に思考を進める場合には，第 1学年の頃から一貫して「一つひとつ・少しずつ・順序よく」考えてきた。
順序や組み合わせを考える場合には，落ちや重なりがないように調べなければならないため，「一つひとつ・少しずつ・順序よく」考えていくことが
特に重要になってくる。実はこれまで一貫してこの考え方で課題に取り組んできた。これからも新たな課題と出会ったときにはこの考え方で解決し
ていくことになるため，「一つひとつ・少しずつ・順序よく」考える習慣・姿勢を身につけることが重要となる。

組み合わせの問題

6時間

7  ならべ方と組み合わせ方 ①事象を整理する学習（表・樹形図）p.106
〜 116

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習 「落ち」や「重なり」がないように

「落ち」や「重なり」がないように

p.212
〜 217

PPDAC
サイクル

14  データの活用 ②特徴を捉える学習（PPDACサイクル）　①事象を整理する学習（表・グラフ）

3時間
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数と計算数 図形図 測定測 データの活用デ変化と関係変
第 6学年　中学校へのかけ橋

1 　算数で見つけた見方・考え方

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」
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【データの活用】図

頁・用語 学習 「教科書」　　 領域・単元において重視する「見方・考え方」

2 算数で見つけた見方・考え方

1時間

p.10
〜 11 別の表し方にすると… 3 事象を整理する学習（円グラフ：全体と部分，部分と部分の関係理解）

円グラフ
犬　○
ねこ ×

犬　×
ねこ○犬　×

ねこ × 犬　○
ねこ○

デ
①
事
象
を
整
理
す
る
学
習

p.45
〜 48

⑤【データの活用】 ①事象を整理する学習（表やグラフに整理する）　②特徴を捉える学習（資料の分析：代表値を考える）

9.95

1
2
3
5
7
5
4
2
2
1

32

0
0
1
4
6
4
3
2
0
0

20

10.05

PPDAC
サイクル
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う  

1
ね
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みみんんななととままななぶぶ

1ししょょううががっっここうう んすう ねねんん
上上

1 ねん　　くみ

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

算数 116　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5743-9

C4341 ¥00000E

この教
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これからの日本を担
にな

う
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金
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給 れています。
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11学図

学校図書
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ん
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下下

1 ねん　　くみ

ISBN978-4-7625-5744-6

C4341 ¥00000E

算数 117　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

この教
きょうかしょ

科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
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き

待
たい

をこめ ,
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によって無
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小学校小学校 算数 2 年年
上上

2 年　　組

算数 216　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5745-3

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期
き

待
たい

をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使
つか

いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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小学校小学校 算数2年年
下下

2年　　組

この教科書に使用している
紙とインキ
環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
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き

待
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をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
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給 れています。
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いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ISBN978-4-7625-5746-0

C4341 ¥00000E

算数 217　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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上上

3 年　　組

文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5747-7

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな
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税
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金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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算数 516　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5751-4

C4341 ¥00000E 

この教科書に使用している
紙とインキ
環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
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んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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ISBN978-4-7625-5749-1
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算数 416　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,
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によって無
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しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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ISBN978-4-7625-5753-8
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算数 616　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
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んへの期待をこめ ,
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金
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によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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ぶ

　小
学
校
　
　算 

数  

3
年

みんみんななとと学ぶ学ぶ

小学校小学校 算数 3 年年
下下

3 年　　組

算数 317　小学校算数用文部科学省検定済教科書

ISBN978-4-7625-5748-4

C4341 ¥00000E

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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下

　

み
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な
と
学
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　小
学
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　算 

数  

5
年

みんみんななとと学ぶ学ぶ

小学校小学校 算数 5 年年
下下

5 年　　組

ISBN978-4-7625-5752-1

C4341 ¥00000E

算数 517　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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下
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校
　
　算 

数  

4
年

みんみんなな とと学ぶ学ぶ

小学校小学校 算数 4 年年
下下

4 年　　組

ISBN978-4-7625-5750-7

C4341 ¥00000E

算数 417　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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みんな と学ぶみんな と学ぶ

小学校小学校 算数 6 年年
中学校へのかけ橋 

6 年　　組

ISBN978-4-7625-5754-5

C4341 ¥00000E

算数 617　小学校算数用文部科学省検定済教科書

この教科書に使用している
紙とインキ

環境に配慮した紙と
植物油インキを使用しています。

この教科書は ,

これからの日本を担
にな

う

皆
みな

んへの期待をこめ ,

税
ぜい

金
きん

によって無
むしょう

償で支
しきゅう

給 れています。

大切に使いましょう。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

ユニバーサルデザイン

誰にでも見やすくわかりやすい
教科書になるように ,
ユニバーサルデザインの視点を取り入れ ,
色使いやレイアウトなどに配慮して編集しています。
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